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　1月15日（日）さかえ倶楽部スキー場に
おいて「スキーこどもの日宝探し大会」が
実施されました。
　雪が降るなかでの開催となりましたが、
集まった子どもたちは元気よく抽選券のつ
いたカードを探しまわっていました。
　次回の開催は2月19日（日）の開催とな
ります。

主な内容

■確定申告について••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••P2
■奨学金についてほか•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••P3
■スキー場情報ほか•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••P4
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広 報 さ か え平成29年 2月1日 （2）

　今年も申告の時期となりました。役場では下表のとおり納税相談を行いますの
で、村県民税の申告書と必要書類をご用意のうえ、各相談会場へお越しください。

納税申告相談のお知らせ

※地区分けをしてありますが、都合のつかない方や自分で相談に来られる方は、どの会場で申告されても結構です。
※◎印の地区は、シャトルバスを運行しますのでご利用ください。運行表は各対象地区の皆さんあてに配布します。

相談日 会　　場 時　　間 対象地区
2月16日（木） 志久見公民館 午後1時～午後4時 雪坪　志久見

2月17日（金）
柳在家公民館 午前10時～正午 柳在家　切欠
長瀬公民館 午後1時～午後4時 長瀬　笹原

2月20日（月） 大久保公民館 午後1時～午後4時 ◎野田沢　大久保　天地

2月21日（火） 北野天満温泉
午前10時～正午 ◎極野　◎中野　◎坪野
午後1時～午後4時 北野　◎当部　天代　◎原向

2月23日（木） ながの農協
栄出張所

午前10時～午後4時 箕作　◎泉平
2月24日（金） 午前10時～午後4時 月岡　◎小滝　◎横倉
2月27日（月） 白鳥公民館 午前10時～午後4時 白鳥
2月28日（火） 平滝公民館 午前10時～午後4時 平滝
3月1日（水） 青倉公民館 午後1時～午後4時 青倉
3月2日（木） 秋山郷総合センター

とねんぼ
午後1時～午後5時 ◎屋敷　◎上野原　◎和山　切明

3月3日（金） 午前9時～午前11時 小赤沢
3月5日（日）

栄村役場
多目的ホール

午前9時～午後4時 村内全地区
3月6日（月） 午前10時～午後4時 森　塩尻　五宝木
3月7日（火） 午前10時～午後4時 村内全地区
3月8日（水）

栄村役場
第一会議室

午前9時～午後7時 村内全地区
3月9日（木） 午前9時～午後7時 村内全地区
3月10日（金） 午前9時～午後7時 村内全地区

【問合せ先】会計税務課　☎0269-87-3111（代表）　☎050-3583-2114（直通）

◆日　程

◆申告に必要な書類（平成28年1月1日から平成28年12月31日までのもの）

①平成29年度分村県民税申告書
②預金通帳（申告者本人名義）とその印鑑
③給与または賃金・年金等のある方は源泉徴収票
④国民年金・厚生年金等の掛金年額のわかる書類（ハ

ガキの証明書が届いています）
⑤生命保険料・個人年金保険料・損害保険等の証

明書などの書類
⑥医療費支払い領収書
⑦日雇いや出稼ぎのある方は、支払証明等収入金

額のわかる書類

⑧事業所得については、収入額と支出額の照合で
きる書類

⑨障害者等控除を受ける方は、障害者手帳または
障害者控除対象者認定書

⑩税務署から確定申告の封書が送付されている方
はその封書

⑪雑損控除など、損失の繰越額がある方は、昨年
の確定申告書の書類

⑫確定申告（納付、還付）される場合、マイナンバー
カードの写し、又は通知カードと運転免許証な
どの写し 
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村
で
は
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
修
学
に

困
難
の
あ
る
学
生
に
対
し
、
奨
学
資
金
を

貸
し
付
け
る
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

奨
学
資
金
は
奨
学
生
本
人
に
貸
し
付

け
し
、
奨
学
生
本
人
が
償
還
を
行
う
も

の
で
す
。
卒
業
後
の
生
活
設
計
等
十
分

考
慮
し
て
申
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
類
は
教
育
委
員
会
事
務
局
で

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請

は
必
ず
学
生
本
人
が
行
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◇
貸
付
対
象
者

　

高
等
学
校
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
学
校

に
在
学
す
る
者
、
又
は
し
よ
う
と
す
る
者
。

◇
貸
付
金
額

　

月
額
１
万
円
、
２
万
円
、
３
万
円
か

ら
選
択
で
き
ま
す
。

◇
貸
付
方
法

　

年
４
回
、
５
月
・
８
月
・
11
月
・
２

月
に
３
カ
月
分
を
口
座
振
込
し
ま
す
。

◇
貸
付
利
率　

無
利
子

◇
償
還
方
法

　

奨
学
資
金
を
借
り
終
え
た
後
、
借
入

年
数
に
応
じ
た
年
数
で
償
還
し
ま
す
。

◇
申
込
期
間

　

平
成
29
年
3
月
21
日
（
火
）
～
3
月

29
日
（
水
）

栄
村
奨
学
資
金
制
度

の
ご
案
内

※
申
込
み
受
け
付
け
は
、
こ
の
期
間
限

り
で
す
。

※
申
込
み
書
類
は
、
3
月
1
日
以
降
教

育
委
員
会
事
務
局
で
受
け
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

◇
貸
付
決
定

　
４
月
中
に
栄
村
育
英
基
金
運
営
委
員

会
で
審
議
し
貸
付
を
決
定
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

栄
村
教
育
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
８

　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
3
年
間
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
島
田
た
つ
子
さ
ん
（
箕
作
）

で
す
が
、
引
き
続
き
2
期
目
の
人
権
擁

護
委
員
に
就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
29
年
1
月
1
日
か
ら
平

成
31
年
12
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

当
村
の
人
権
擁
護
委
員
は
上
倉
章
夫
さ

ん
（
平
滝
）
と
2
名
で
、
広
く
人
権
の

擁
護
に
努
め
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
人
権
問
題
（
虐
待
、
差
別
）

で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

長
野
地
方
法
務
局　

飯
山
支
局

　

☎
０
２
６
９
-６
２
-２
３
０
２

人
権
擁
護
委
員

島
田
た
つ
子
さ
ん
が
再
任

　

毎
年
、
3
月
下
旬
は
自
動
車
の
検
査
・

登
録
申
請
が
多
く
、
窓
口
が
大
変
混
み

合
い
ま
す
。
車
両
の
手
続
は
、
１
ヵ
月

前
か
ら
受
付
け
で
き
ま
す
の
で
、
な
る

べ
く
2
月
中
に
、
廃
車
・
名
義
変
更
等

の
手
続
は
、
3
月
中
旬
ま
で
に
申
請
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

長
野
運
輸
支
局

・
登
録
の
場
合

　

☎
０
５
０
-５
５
４
０
-２
０
４
２

・
検
査
の
場
合

　

☎
０
２
６
-２
４
３
-５
５
２
５

　

12
月
19
日
（
月
）
一
般
社
団
法
人
信

濃
中
野
法
人
会
よ
り
7
万
円
の
寄
付
金

を
受
け
て
お

り
ま
す
。

　
い
た
だ
い

た
寄
付
金
は

保
健
福
祉
分

野
で
活
用
さ

れ
ま
す
。

自
動
車
の
登
録・検
査

手
続
き
は
お
早
め
に

　
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
の
小
型
特
殊
自

動
車
や
、
乗
用
装
置
の
あ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
、

コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
の
農
耕
作
業
用
自
動
車

は
、
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

公
道
を
走
行
し
な
い
、
現
在
未
使
用

の
車
両
で
も
所
有
し
て
い
れ
ば
課
税
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
だ
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

速
や
か
に
標
識
交
付
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
自
動
車
の
大
き
さ
、
最
高

速
度
が
表
の
範
囲
外
で
あ
れ
ば
大
型
特

殊
自
動
車
に
該
当
し
固
定
資
産
税
（
償

却
資
産
）
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

役
場
会
計
税
務
課

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
１

信
濃
中
野
法
人
会
よ
り

寄
付
金

小
型
特
殊
自
動
車
の
登
録

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

区分
小型特殊自動車

農耕作業車 その他
（農耕作業車以外）

大きさ 制限なし
長さ 4.7m以下
幅    1.7m以下
高さ 2.8m以下

総排気量 制限なし

最高速度 時速35km
未満

時速15km
以下
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【2～3月のイベント】
・2/5(日)午後  節分イベント
・ラッキーマンデ-2/6～3/27の月曜日
　→リフト1日券が1,000円に！
・2/11(土)バレンタインチョコつかみ取り
・2/12(日)レストラン村民感謝デー
・2/19(日)スキーこどもの日宝探し大会
　（小学生まで）
・3/12(日)第3回ファットバイク雪上選手権
・3/18(土)さかえ雪ん子まつり
・3/25～28日さよなら感謝デー

　

順
調
な
積
雪
に
よ
り
予
定
ど
お
り
12

月
17
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ス
キ
ー
場
で

す
が
、
思
わ
ぬ
暖
冬
傾
向
の
12
月
と
な

り
ま
し
た
。

  

し
か
し
、
年
末
年
始
に
予
定
さ
れ
て
い

た
団
体
の
お
客
様
も
、
何
と
か
無
事
に

お
楽
し
み
い
た
だ
け
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

  

さ
て
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
営
業
状
況
を
前

年
と
比
較
し
て
表
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

  

入
込
数
は
さ
ら
に
小
雪
で
あ
っ
た
前
年

と
比
較
し
て
大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
が
、

リ
フ
ト
収
入
は
ほ
ぼ
変
わ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
レ
ス
ト
ラ
ン
売
上
は
入
込
数
の

増
加
分
伸
び
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

  

２
月
以
降
も
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
に
努
め

な
が
ら
、
入

込
、
売
上
の

増
加
を
図
っ

て
い
き
た
い

と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、

村
民
の
皆

様
も
ぜ
ひ

ス
キ
ー
場
ま

で
お
出
か
け

下
さ
い
。

◇
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
入
込
、
売

上
状
況
の
前
年
比
較

　（
平
成
29
年
1
月
15
日
時
点
）

　
栄
村
も
、
加
盟
し
て
い
る
雪
国
観
光
圏

（
新
潟
県
湯
沢
町
・
南
魚
沼
市
・
魚
沼
市
・

十
日
町
・
津
南
町
・
群
馬
県
み
な
か
み
町
・

栄
村
）
で
は
現
在
、
３
県
７
市
町
村
を
結

ぶ
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
『
ス
ノ
ー
カ
ン
ト
リ
ー

ト
レ
イ
ル
』
を
平
成
29
年
夏
の
開
通
を
目

指
し
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
事

業
は
、
各
市
町
村
の
山
岳
路
、
古
道
を
繋

ぎ
歩
く
「
郷
と
郷
を
結
び
」
多
く
の
温
泉

地
を
巡
り
、
広
く
多
く
の
皆
さ
ん
が
そ
こ

の
地
域
で
の
、
生
活
・
文
化
・
自
然
を
体

験
し
な
が
ら
交
流
人
口
の
増
加
に
よ
っ
て
、

地
域
活
性
化
の
持
続
可
能
な
地
域
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
栄
村
管

内
で
は
、
小
赤
沢
か
ら
の
苗
場
山
登
山
ル
ー

ト
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
実
現
す
る
た
め
に
、

村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

 

商
工
観
光
課
観
光
係

　
（
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
内
）

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
３
３
３

※
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は

　
（
一
社
）
雪
国
観
光
圏
事
務
局

　

☎
０
２
５
-７
８
５
-５
３
５
３

　
雪
国
観
光
圏
Ｈ
Ｐ  http://snow-country.jp/

　

長
野
県
指
定
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
「
栄

村
つ
ぐ
ら
」
と
「
秋
山
木
鉢
」
が
、
信

州
の
伝
統
工
芸
品
の
商
品
と
し
て
知
事

室
へ
展
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◇
展
示
期
間

　

平
成
29
年
1
月
13
日
か
ら

　

約
3
ヵ
月
間

◇
展
示
場
所

　

長
野
県
庁　

知
事
室

◇
製
作
代
表

・
栄
村
つ
ぐ
ら
振
興
会　

　

会
長　

藤
木　

金
壽
さ
ん

・
秋
山
木
工
生
産
組
合

　

代
表　

島
田　

司
さ
ん

【
問
合
せ
先
】

　

商
工
観
光
課

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
３
３
３

さ
か
え
倶
楽
部

　
　 

ス
キ
ー
場
情
報

雪
国
観
光
圏「
ス
ノ
ー
カ
ン

ト
リ
ー
ト
レ
イ
ル
」に
つ
い
て

平成28年度 平成29年度 前年比
4,511人 5,225人 115.8％

収入内容 平成28年度 平成29年度 前年比
リフト 6,041,350 5,959,170 98.6％

レンタル 1,817,428 1,584,350 87.2％
レストラン 2,252,203 2,526,428 112.2％

その他 1,169,862 1,799,015 153.8％
合　計 11,280,843 11,868,963 105.2％

入込人数

売上金額（円）

「
栄
村
つ
ぐ
ら
」と「
秋
山

木
鉢
」伝
統
的
工
芸
品

知
事
室
展
示
に
つ
い
て▲左から阿部知事、藤木金壽

さん、島田司さん

▲多摩・島しょ子ども雪国体験事業（1月7日～9日）
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長
野
県
で
は
、
県
営
住
宅
の
入
居
者

統
一
募
集
を
行
い
ま
す
。 

平
成
28
年
度
第
２
回
統
一
募
集

《
募
集
団
地
》

　

飯
山
市
：
県
町
団
地

《
募
集
期
間
》

　

平
成
29
年
2
月
15
日
（
水
）
～

　

平
成
29
年
2
月
24
日
（
金
） 

※
2
月
18
日
、
19
日
（
土
・
日
）
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

受
付
時
間
：
8
時
30
分
～
17
時
15
分

《
申
込
条
件
》

①
現
在
、
県
内
在
住
又
は
県
内
に
勤
務  

地
の
あ
る
方 

②
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

③
暴
力
団
員
で
な
い
方

④
同
居
す
る
親
族
が
い
る
方
（
2
D
K

以
下
の
部
屋
は
単
身
で
も
入 

居
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

⑤
世
帯
全
員
の
合
計
所
得
（
世
帯
月
収
） 

が
一
定
基
準
以
下
で
あ
る
。

【
申
込
受
付
場
所
・
問
合
せ
】

　

 

長
野
県
北
信
地
方
事
務
所
建
築
課

　

☎
０
２
６
９
-２
３
-０
２
２
０

　

農
業
共
済
制
度
が
見
直
し
さ
れ
、
新

た
に
収
入
保
険
制
度
が
平
成
31
年
1
月

か
ら
の
導
入
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
た
め
の
加
入
申
請
の
受
付
は
平
成
30

年
10
月
か
ら
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
制
度
設
計
が
重
ね
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
本
保
険
制
度
に
当
初
か
ら
加

入
す
る
た
め
に
は
平
成
29
年
3
月
15
日

ま
で
に
税
務
署
に
青
色
申
告
承
認
申
請

書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
加

入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
上
記
期
日
ま

で
に
青
色
申
告
の
手
続
き
を
行
い
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◇
青
色
申
告
と
は
？

　

自
分
の
経
営
を
客
観
的
に
つ
か
む
た

め
の
重
要
な
ツ
ー
ル
で
す
。

　

青
色
申
告
に
は
、「
正
規
の
簿
記
」
と

「
簡
易
な
方
式
」
が
あ
り
、「
正
規
の
簿
記
」

は
65
万
円
、「
簡
易
な
方
式
」
は
10
万
円

を
所
得
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

損
失
額
を
翌
年
以
後
3
年
間
（
法
人

は
9
年
間
）
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
し
て
、

各
年
分
の
所
得
か
ら
控
除
可
能
で
す
。

　

ま
た
繰
越
し
に
代
え
て
、
損
失
額
を

前
年
に
繰
戻
し
て
、
前
年
分
の
所
得
税

の
還
付
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

県
営
住
宅
入
居
者

　
　
募
集
の
ご
案
内

発電施設の名称 施設位置 最大発電出力

東京電力　信濃川発電所 飯山市
西大滝 16.900万kw

東京電力　中津川第一発電所 津南町
穴藤 12.700万kw

東京電力　切明発電所 切明 2.010万kw
東京電力　栃川発電所 和山 0.100万kw

東京電力　宮野原発電所 長瀬 0.260万kw
中部電力　志久見川第一発電所 長瀬 0.610万kw
中部電力　志久見川第二発電所 極野 0.660万kw

栄村周辺発電用施設

※
帳
簿
を
付
け
る
こ
と
で
、
自
ら
の
経

営
状
況
を
つ
か
み
や
す
く
な
る
と
と

も
に
、
金
融
機
関
か
ら
の
信
用
を
得

や
す
い
と
い
っ
た
経
営
上
の
メ
リ
ッ

ト
も
出
て
き
ま
す
。

◇
収
入
保
険
制
度
と
は
？

　

品
目
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
然
災
害
に

よ
る
収
量
減
少
だ
け
で
な
く
、
価
格
低

下
な
ど
も
含
め
た
収
入
減
少
を
補
填
す

る
仕
組
み
で
す
。

　

当
年
の
収
入
が
基
準
収
入
の
9
割
を

下
回
っ
た
場
合
に
、
下
回
っ
た
額
の
9

割
を
補
填
し
ま
す
。（
基
準
収
入
と
は
、

5
年
以
上
の
青
色
申
告
実
績
が
あ
る
場

合
の
、
過
去
5
年
間
の
販
売
収
入
の
平

均
と
な
り
ま
す
。）

　

本
保
険
に
は
、
保
険
料
・
積
立
金
を

支
払
っ
て
加
入
し
ま
す
。（
加
入
は
任
意

で
す
。）

【
問
合
せ
先
】

　

関
東
農
政
局
長
野
県
拠
点

　

☎
０
２
６
-２
３
３
-２
５
０
０

◇
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
と
は

　

発
電
用
施
設
の
立
地
の
促
進
・
運
転

の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
発
電
用
施
設

青
色
申
告
を
し
た
農
業
者
を

対
象
と
し
た
収
入
保
険
制
度

が
導
入
さ
れ
ま
す
。

電
源
立
地
地
域
対
策

交
付
金
の
活
用
に
つ
い
て

の
立
地
地
域
・
周
辺
地
域
で
行
わ
れ
る

公
共
用
施
設
の
整
備
や
住
民
福
祉
の
向

上
に
資
す
る
事
業
に
対
し
て
、
交
付
金

が
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

栄
村
に
お
い
て
も
、
行
政
運
営
及
び

住
民
福
祉
の
増
進
に
こ
の
交
付
金
が
有

効
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
お
い
て
は
、
保
育
所

運
営
事
業
に
１
４
，5
9
2
千
円
が
交
付

さ
れ
る
計
画
で
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

 

総
務
課　

企
画
財
政
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
２



広 報 さ か え平成29年 2月1日 （6）

　津南町見玉地区にある「石落し」は、中津川の左岸にある荒々しいく岩壁は、大きく分けて上部が
苗場山の溶岩、下部が※魚

うおぬまそうぐん

沼層群です。溶岩は、苗場山の２回目の噴火で流れてきたもので、柱状節
理（布を垂らした様な状態）が発達しています。この溶岩は、中津川両岸で見ることができ、溶岩が
流れてきたときは、つながっていたことを示しています。中津川は、約30万年かけてこの溶岩や魚沼
層群を削り、現在の姿になったのです。
　春になると雪や水と一緒に柱状節理が崩れ、ガラガラと音を立てて落ちることから「石落し」とい
う名がついたそうです。
※魚沼層群・・・約300万年前から80万年前にかけて堆

たいせき

積した当地域の基
き ば ん

盤となる地層で、主に泥、砂、
礫
れき

（砂利）が交互に重なり合っている地層。

◇◆◇◆◇◆◇◆◇ ジオサイトNO.14 石
いしおと

落し ◆◇◆◇◆◇◆◇

〜地域の宝で手をつなごう〜

苗場山麓ジオパーク通信（22）

【問い合せ先】 栄村役場　商工観光課　企業係（さかえ倶楽部スキー場）　☎0269-87-3333

【座学の「ジオサイト巡り」開催についてお知らせ】
　2月10日（金）午後6時30分から午後8時まで、座学の「雪の恵みについて及び3月に行われるガイド
検定に向けて」を開催いたします。写真や図を用いて学びます。会場は、津南町「なじょもん」に午後
6時25分までにお集まりください。参加費は無料です。お申し込みもいりません。どなたでもご参加で
きますので、お問い合わせは、ジオパーク推進室、☎025-765-1600までお電話ください。
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逆
に
除
雪
に
関
し
て
は
嬉
し
い
話
も
あ
り
ま
す
。

実
は
昨
年
、
定
住
を
視
野
に
い
れ
、
大
型
特
殊

免
許
と
作
業
免
許
を
取
得
し
て
お
り
、
機
会
が

あ
れ
ば
除
雪
の
仕
事
も
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
取
り
あ
え
ず
練
習
が
て
ら
に
秋
山
支
所

周
辺
を
ブ
ル
で
押
し
て
み
た
り
、
道
路
除
雪
の

補
助
員
と
し
て
タ
イ
ヤ
ド
ー
ザ
ー
等
の
重
機
の

補
助
員
席
に
乗
っ
て
、
除
雪
の
方
法
を
教
え
て

頂
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
あ
ん
な
に
上
手
く
、

手
足
の
様
に

動
か
せ
る
の

だ
ろ
う
？
と

助
手
席
か
ら

感
嘆
の
声
を

上
げ
て
い
る

の
で
す
が
、

横
に
乗
っ
て

い
る
だ
け
で

は
上
手
く
な

り
ま
せ
ん
ね
。

少
し
ず
つ
練

習
し
て
将
来
的
に
は
自
身
で
作
業
出
来
る
様
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
集
落
の
方
々
は
「
こ
ん
な
雪
、

た
い
し
た
事
な
い
」
と
キ
ッ
パ
リ
。
雪
と
共
に

暮
ら
し
て
き
た
皆
様
と
一
緒
に
い
る
と
心
強
い

で
す
。

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

坪
内 

大
地
）

　

お
正
月
ま
で
の
小
雪
が
嘘
の
よ
う
に

栄
村
ら
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
様

お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
復

興
支
援
員
の
髙
橋
で
す
。
今
回
は
雪
と

安
全
の
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

栄
村
の
雪
を
ど
う
す
る
か
。
雪
は
大

変
手
の
掛
か
る
問
題
児
で
す
が
、
雇
用

を
生
み
出
す
金
の
卵
で
あ
り
、
豊
か
な

水
を
与
え
、
大
地
を
休
ま
せ
、
四
季
の

彩
り
を
一
層
華
や
か
に
し
て
く
れ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

昔
と
比
べ
て
少
雪
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
機
械
が
発
達
し
て
栄
村

の
生
活
は
と
て
も
楽
な
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
道
路
は
綺
麗
に
除
雪
さ
れ
、
雪

害
救
助
員
制
度
な
ど
も
あ
り
、
世
界
で

有
数
の
雪
で
も
、
見
事
に
対
応
し
て
い

る
と
感
心
し
ま
す
。
更
に
、
お
金
は
掛

か
り
ま
す
が
除
雪
機
が
あ
れ
ば
誰
で
も

簡
単
に
雪
を
飛
ば
す
こ
と
が
で
き
、
ス

ノ
ー
ダ
ン
プ
な
ど
も
良
く
な
り
屋
根
の

雪
下
ろ
し
も
楽
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
こ
れ
だ
け
便
利
な
時
代
に
な
っ

て
も
、
除
雪
の
事
故
は
無
く
な
り
ま
せ

ん
。
毎
年
の
よ
う
に
栄
村
で
も
悲
し
い

事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
自
分
の
家
の

周
り
を
ち
ょ
っ
と
や
る
だ
け
と
思
わ
ず
、

み
ん
な
で
助
け
合
っ
て
事
故
を
撲
滅
し

ま
せ
ん
か
。

⑴
一
人
で
作
業
し
な
い
、
も
し
く
は
見
て

い
る
だ
け
で
良
い
か
ら
と
近
所
の
人
に

声
を
掛
け
た
り
、「
除
雪
中
」
と
わ
か

る
も
の
を
立
て
、
周
り
の
人
も
ま
だ

や
っ
て
い
る
の
か
な
と
気
を
向
け
る
。

⑵
平
場
で
の
作
業
で
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
被

り
、
屋
根
に
上
る
と
き
は
、
は
し
ご
に

重
し
を
付
け
る
な
ど
し
っ
か
り
固
定
。

も
し
落
ち
て
も
大
事
に
至
ら
な
い
よ

う
に
下
の
雪
を
残
し
て
お
く
な
ど
。

⑶
大
き
な
音
の
出
る
ブ
ザ
ー
や
笛
、
携

帯
電
話
を
持
つ
。
急
に
体
調
が
悪
く

な
っ
た
と
き
な
ど
に
役
立
ち
ま
す
。

⑷
除
雪
機
を
構
う
時
は
絶
対
に
エ
ン
ジ

ン
を
切
る
。
除
雪
機
の
前
に
は
人
を

立
ち
入
ら
せ
な
い
。
回
転
す
る
と
き

な
ど
は
後
ろ
を
確
認
。

　

こ
れ
だ
け
で
も
だ
い
ぶ
変
わ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
慣
れ
て
い
る

か
ら
大
丈
夫
と
思
わ
ず
、
集
落
の
み
ん

な
、
家
族
の
た
め
に
も
お
互
い
に
安
全

対
策
を
！

　

個
人
で
出
来
る
安
全
対
策
に
つ
い
て
、

色
々
考
え
て
い
ま
す
。
一
緒
に
考
え
て

頂
け
る
方
、
良
い
案
を
聞
い
た
ぞ
と
言

う
方
、
怖
い
思
い
を
し
た
と
言
う
方
、

社
協
の
支
援
員
高
橋
ま
で
ご
連
絡
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
ま
だ
雪
が
続
く
と
思
い
ま

す
が
、
無
理
し
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
。

（
復
興
支
援
員　

髙
橋 

琢
磨
）

　

少
々
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
今
号
が
今
年

の
私
の
初
寄
稿
と
な
り
ま
す
。
栄
村
の
皆
様
、

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
記
事
を
書
い
て
い
る
の
は
、

1
月
14
日
か
ら
3
日
間
続
い
た
寒
波
の
後
。

昨
年
は
暖
冬
で
小
雪
。
本
当
の
秋
山
の
雪
を

知
ら
な
い
私
に
と
っ
て
、
今
回
が
初
め
て
の

冬
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
運

悪
く
、
こ
の
大
雪
の
初
日
か
ら
東
京
出
張
で

3
日
間
自
宅
を
空
け
て
い
ま
し
た
。
大
雪
の

中
、
秋
山
を
出
発
す
る
と
吹
雪
い
て
前
が
ま

と
も
に
見
え
ま
せ
ん
。
ゆ
っ
く
り
4
0
5
号

線
を
下
り
湯
沢
経
由
で
東
京
に
着
く
と
同
じ

日
本
と
は
思
え
な
い
程
の
青
空
。
あ
の
大
雪

が
嘘
の
様
。
そ
し
て
16
日
の
夕
方
に
帰
宅
し

て
唖
然
。
タ
ネ
の
水
が
詰
ま
り
か
ら
来
る
凍

結
？
で
タ
ネ
池
が
雪
の
山
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
私
は
決
し
て
「
ず
く
な
し
」
で
は
な
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
よ
く
よ
く
聞
け
ば
、

毎
日
の
様
に
水
の
元
の
チ
ェ
ッ
ク
を
さ
れ
る

方
も
お
ら
れ
る
と
聞
け
ば
、
や
は
り
「
ず
く

な
し
」
だ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
し
っ

ぺ
返
し
は
確
実
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
タ
ネ

が
使
え
な
い
為
、
人
力
で
除
雪
す
る
し
か
な

く
、
除
雪
面
積
が
２
倍
に
（
苦
笑
）。
来
年

は
同
じ
過
ち
は
繰
り
返
さ
な
い
！
と
心
に
誓

い
ま
し
た
。 秋

山
協
力
隊
通
信
vol.21



保健だより
広 報 さ か え平成29年 2月1日 （8）

認知症 単なるもの忘れ
もの忘れの自覚がない もの忘れをした自覚がある

前に買った物を忘れ、同じ物を買う 買い物に行ったときに、
買う物を忘れる

食事をしたこと自体を忘れる 何を食べたか忘れる

日付や曜日などがわからなくなる 日付や曜日を間違えることがある

①体を動かす習慣をつける
　今より10分多く体を動かすことを心がけてみましょう。例えば、
家の中でできるラジオ体操があります。適度に体を動かすことは、
脳の血液の流れを増しますので、毎日の習慣として取り入れて
みましょう。

②バランスのとれた食事をとる
　栄養が十分にとれていないと、脳の働きも低下します。肉、
魚、野菜などバランスのとれた食事を心がけましょう。また、
よく噛んで食べることも脳に刺激を与えてくれます。

③脳を使う生活を心がける
　新聞や本を読んだり、日記を書いたり、新しい趣味をみつけ
たり、日々の　生活の中で脳を刺激するヒントはたくさんあり
ます。使わないと脳は衰えていきますので、毎日の生活の中で
工夫をしていきましょう。

認知症を予防するためには

認知症とは

もし身近に認知症の方がいたら　～接し方のポイント～

認知症と単なるもの忘れの違い

～認知症を予防しよう～
　認知症とは、いろいろな原因で脳の細胞が壊れてしまったり、働きが悪くなったりするために日常生
活に支障が出ている状態のことを言います。

　できごとを忘れることがあっても、感情は心の中に残ります。否定したりせずに、で
きない部分をサポートして、思いやりをもって接することが大切です。

（文責：健康支援課　健康増進係　保健師　立岩律子）



火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 0 1 103 飯 山 日 赤　4

津 南 病 院　0
そ の 他　4
不 搬 送　0

木 島 平 村 0 0 16

野沢温泉村 1 0 26

栄 村 0 0 8

管 轄 外 等 0 0 0

　   火の始末　常にあなたが　責任者

○固定資産税 ○保育料 ○国民健康保険税
○後期高齢者医療保険料　○介護保険料
○合併浄化槽使用料　○農集排水処理使用料
○簡易水道料 ○ケーブルテレビ使用料
納期限は 2月28日（火）です

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

岳北地域＆津南町情報コーナー

12月火災・救助・救急出動件数

十日町地域消防署との
応援協定による出動を
含みます。

2月の納税等

口座振替日
　農協・郵便局 2月22日（水）
　八十二銀行・県信 2月27日（月）

津南町 木島平村

飯山市 野沢温泉村

（9） 平成29年 2月1日広 報 さ か え

◇スキー場感謝祭　　　　2月5日
◇子ども宝さがし大会　　2月5日/12日/19日/26日
◇雪の日キャンペーン　　2月25日～26日

　　　　   http://kijimadaira.info
【問合せ先】木島平スキー場　☎0269-82-3434

■会　期：2月4日（土）～3月4日（土）
■入場料：無料

■開催日：3月11日（土）～12日（日）
■会　場：野沢温泉スキー場内

【問合せ先】農と縄文の体験実習館　なじょもん 
　　　　　 ☎025-765-5511

【問合せ先】野沢温泉観光協会　http://nozawakanko.jp【問合せ先】飯山市文化交流館なちゅら　☎0269-67-0311

収集家たちの共演
第7回　Myコレクション展開催中!!

ウインターシーズンを家族で楽しもう。
木島平スキー場はイベント盛りだくさん！

○K.テンペスト2017
　まつもと市民芸術館の串田さんが演出するシェイクスピア劇を大ホール
特設会場で開催
　◇日時　3月5日（日）14：00開演（13：30開場）
　◇チケット（自由席）大人4,000円　高校生以下2,000円
　公演に先立ち、ワークショップを開催します。お気軽にご参加ください。
　◇日時　2月25日（土）13:00～14:30
　◇教材　シェイクスピア作『テンペスト』松岡和子訳・ちくま文庫　734円
　　（参加者自己負担。当日会場で現金と引き換え。お釣りの無いよう
　　 ご用意ください）
　◇講師　飯山市文化交流館スタッフ 池田春彦
　◇申込み　事前申込みが必要です。0269-67-0668（専用番号）へ
○開館1周年記念　藝大オペラ　ヴェルディ作曲「椿姫」ハイライト公演
　なちゅらの1周年は、東京藝術大学オペラ研究部によるオペラで盛大に
お祝いしましょう！
　◇日時　3月25日（土）14：00開演（13：30開場）
　◇チケット（自由席）大人3,000円　高校生以下2,000円
　　当日券は500円増し(前売券が予定枚数に達した場合、当日券の販売はありません）
　両イベントとも、チケットはなちゅらにて絶賛発売中！

　野沢温泉に宿泊してスキー大会に出よう！
　宿泊されたお客様のためのスキー大会です。思いっきりレー
サー気分を堪能してください。

　様々なコレクションが、なじょもんに集結します。
　驚きに満ちたコレクションの数々を、どうぞお楽しみください。
 <レセプション>
　2月4日（土）10:00
より、出展者にコレク
ションの紹介をしてい
ただきます。
　どなたでもご参加い
だたけますので、お気
軽にお越しください。

なちゅらでオペラや劇を開催!! お客様スキー大会開催
はとぐるまカップGSL大、デアヴァイセラウシュ大会

　この冬は家族みんな
でウインタースポーツ
を楽しんでみませんか。
木島平スキー場は、小
学校6年生までリフト
無料！日本最大級 全
長800メートルの「そ
りコース」あり！入園
無料の子ども広場あり！その他にもファミリー向けイベントと
して、子ども宝さがし大会等のイベントを開催して皆様のお
越しをお待ちしています。

◀
デ
ア
ヴ
ァ
イ
セ
ラ
ウ
シ
ュ
大
会
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▲生坂村：薪ステーション

▲安曇野市：展望台▲塩尻市：薪販売 ▲安曇野市：天平の森・薪ボイラー

内容：○林活議連視察研修報告  ○栄村議会視察研修報告  ○森重副村長初議会  ○平成28年第4回定
例会・第5回臨時会・第6回臨時会・平成29年第1回臨時会：主な可決案件  ○陳情審査結果

　　  ○平成29年度栄村予算樹立に関する提言書  ○一般質問8名

林活議連視察研修報告「薪を利用して地域の活性化」：生坂村・安曇野市・塩尻市
総務文教常任委員会委員長　阿部 伸治

　10月24日、議員11名と事務局1名で林活議連
視察研修に行ってきました。今回の視察研修にテー
マを付けるとすれば「山のお宝再発見！」といっ
たところでしょうか。主に薪を利用して地域の活
性化に取り組んでいる事例として生坂村、塩尻市、
安曇野市の各市村を尋ねました。
　最初に伺った生坂村の取り組みは、薪販売のシ
ステムに活性化の姿勢を感じました。仕入れは一
般の持ち込みと支障木が主のようですが、軽トラッ
クの荷台に平らで、一台につき4千円の地域商品
券を対価としています。また受けた材料を商品に
していくのはシルバー人材の人たちというように、
何に主眼を置いているのかが分かり易い事業と感
じます。ただ課題もあるようで、持ち込んでくれ
る人がまだ少ないこと。増えれば増えたで営業が
大変ということもあり、完全に自立というのは当
面先のようです。
　塩尻市では、同じ薪販売を見てきましたが、こ
れはけた違いの物でした。持ち込む材料にも直径
が15cmを超えるものでないと引き受けないなど
制約も厳しく、敷地も広く、製品や材料は生坂村

の何百倍ともいえる物で、生産森林組合のような組織が活
動として大量に材料を持ち込んで来るケースが主なようです。
その点、当村も生産森林組合事情を考えるとうらやましい
部分ではないかと感じました。
　安曇野市の薪ボイラーと展望台についてですが、この地
域は松くい虫の被害が深刻です。そこで被害木を利用して
薪ボイラーを導入し、保養施設を運営しているというもので、
燃料費の大幅削減に成功しています。地域事情をプラスに
変えた優秀な事例と感じました。また近くにある地元木材
でできた展望台も秀逸で360度のパノラマは見事なもので、
約2千万円の投資ということも納得です。
　今回の研修を通して、当村では「山のお宝」の活用術が
未熟であると感じました。木材に限らず他の利を生かした
取り組みが今後求められると思います。
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▲ケアハウス「いこい」▲南牧村：長谷川最定村長との懇談会

栄村議会議員　視察研修報告：群馬県南牧村（なんもくむら）の取組について

栄村議会議員視察研修報告：群馬県新治村（にいはるむら）「たくみの里公園」視察

総務文教常任委員会委員長　阿部 伸治

産業社会常任委員会副委員長　上倉 和美

　11月14日～15日に議員9名と事務局1名で視察研修を実
施しました。私は、14日の視察先、群馬県南牧村の取組につ
いて報告します。
　南牧村は、人口約2千人。観光パンフレットの一面にカタ
クリの花を見ものとして掲載するなど、栄村と似ている部分
も多いと感じたのですが、群馬県にしては比較的温暖で、冬
期間スタッドレスタイヤに履き替えない人も多いそうです。
　私が特に驚いたのは田んぼが一枚も無いということです。
では、基幹産業は一体何かということですが、以前は養蚕や
コンニャク、そして林業で生計を立てる人が多かったという
ことですが、いずれも衰退し、隣の下仁田町に職場を求める
人が多いようです。従って仕事を求め、若者が地元を離れる
という悪循環は、むしろ栄村よりも深刻であるかもしれません。
　そのようなことから、この村を有名にしているのが「高齢
化日本一の村」という、あまり喜べない称号です。しかし、
全く下を向いていな
い村だということか
ら視察先にと選びま
した。
　村長直々に迎えて
くださり、説明をし
ていただいたので

すが、まず基本的にこれ以上村民の負担を増やさないという
ことを大前提とし施策を考えているということでした。中で
も国民年金受給者でも入れるケアハウスをつくったというこ
とは全議員の関心を引いたことは間違いありません。月額5
万8千円という入居料を実現しているのです。また運営に当
たってはNPO法人を立ち上げて公務員並みの給料を旗印に、
若い人たちの働く場として成立していると聞くと、是非栄村
でも真似したいものです。現在は20世帯分1棟ですが、次年
度もう1棟、現施設の隣に建設するそうです。またこの他に
も空家対策として年間3棟程度リフォームし、入居者を入れ
ています。栄村のように耐震強度はそれほど考えないようです。
他にも直売所のマージンは10%。加工所を利用しても利用料
は取らず13%のマージンで販売できるなど、村が後ろ盾とな
り様々な活性化施策を行う元気な村として大きな刺激を受け
た視察になりました。

　新治村は、平成の大合併で群馬県みなかみ町になっています。
　平成5年の時に、冬仕事の味噌づくりや、わら細工、竹細
工などが消えていってしまうことから、手工芸、食文化、歴
史文化の伝承の大切さ、高齢者の生きがい対策等を含め「人
を活かし地域を活かす事業」として「新治村公園構想」を発
案し、村民に分かり易いように構想を一枚の絵に示したのが
始まりでした。
　活動27年目の平成24年に「オーライニッポン大賞グラン
プリ」を受賞しました。オーライは「往来」の意味で、都市
と農山漁村の人々が活発に行ったり来たりして、双方の生活
文化を楽しみ合うことなのです。
　この公園構想は①温泉公園②フルーツ公園③たくみの里公
園から成り立っています。私たちは栄村に共通点のある「た
くみの里公園」を視察しました。
　わらや木工、陶芸、押し花、ドライフラワーなど28件の
お店が「ようこそいらっしゃいませ」の形に整っていました。
訪ねた木工屋さんは、黒柿でつくった「急須」を自慢げに見

せてくださいました。なんと18万円の値札が付いていてびっ
くりしました。オンリーワンの手工芸です。
　中心地は「豊楽館」といって、農家直売所があり、野菜、
果物はもちろんですが、豆腐、味噌、納豆、饅頭などの製造
販売をしています。
　「温泉」「フルーツ」「たくみ」の3施設の年間売上は3億円
程で、28件のたくみの皆様の売り上げも、その数字に匹敵す
るとか。人口6千人程の地域にとっては大変なものです。こ
の地の入場者数は10年前は45万人でしたが、平成27年は
38万人で、立ち上げてから30年が経ち、今後の課題もある
ようですが「また行ってみたい」と思った私としては、まだ
まだ元気発進中の感想でした。
　栄村も30年前頃に、このような視点で村おこしがあった
としたら、その分野で誇れる形のものが残っていたかも知れ
ないと思いました。歴史は今つくれるものではないし、残し
て活かしていくもの。自立の小さな栄村だからこそできる「和」
の精神、根性で村を語り合っていかなければと思いました。

▲直売所「豊楽館」での視察研修▲たくみの里総合案内所
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◆森重副村長　初議会◆
　12月6日に開会された平成28年第4回定例会は、同月5日
に就任された森重副村長の初議会となりました。「村長の公
約実現のためのサポート」「組織の活性化」「2千人の住民の
方々と共に栄村を盛り上げていきたい」と、以上3点につい
て日々じっくりと丁寧に職務に当たっていきたいという挨
拶がありました。

11月臨時会・12月定例会・1月臨時会　主な可決案件
案　件　名 内　　容

―11月臨時会―
◆平成27年度社会資本整備総合交付金（復

興）事業村道天代坪野線橋梁架替（3）工事
変更請負契約の締結について

・取付道路工事との施行調整が必要なため、舗装工及び踏掛版工を減
工し、検査路工を増工するため

・現　契約金額：83,160,000円
・変更契約金額：81,777,600円（1,382,400円の減額）

◆平成27年度社会資本整備総合交付金（復
興）事業村道天代坪野線橋梁架替（4）工事
変更請負契約の締結について

・路体盛土工を減工するため
・現　契約金額：68,396,400円
・変更契約金額：68,050,800円（345,600円の減額）

◆平成28年度栄村一般会計補正予算（第4号）
・平滝地籍において建設中の貸工場の外構工事（消雪対策）の工事請

負費
・補正額：12,000千円

―12月定例会―
◆平成28年度栄村一般会計補正予算（第5号）

・震災復興基金確定により、同基金への積立金の減額、ふるさと納税
の追加による農業振興基金への積立金の追加、豊栄地区における第
2次避難所の年度内の建設が難しいことから事業費の減額など

・補正額：▲170,761千円

◆平成28年度栄村国民健康保険特別会計（施
設勘定）補正予算（第3号）

・栄村診療所費で、水銀を使用している血圧計、体温計の処分料。科
目変更による補正

・歳入歳出予算総額：136,260千円に変更なし

◆平成28年度栄村簡易水道特別会計補正予算
（第3号）

・極野公民館新築による水道管移設に係る修繕料
・補正額：1,200千円

◆栄村税条例等の一部を改正する条例の制定
について

・日本と台湾の間で租税条約に相当する枠組みが構築されたことによ
る地方税法等の一部改正に伴い、栄村税条例の一部を改正する

◆栄村国民健康保険税条例の一部を改正する
条例の制定について

・栄村国民健康保険税の軽減割合について、均等割及び平等割の現行
6割、4割を7割、5割に移行し、さらに2割軽減を新たに創設する

◆村道の路線の認定について
・県道秋山郷森宮野原（停）線中の極野、中野集落間の道路改築工事

完了により路線変更となったため、変更前の区間を村道として認定
したいため

◆栄村過疎地域自立促進計画の変更について

・起業促進と企業誘致について、新規起業と雇用促進の補助制度新設
に関する記述の変更。バス路線では、秋山線車庫兼営業所に関する
記述の変更。秋山地区の高齢者生きがいセンター車庫を建設するこ
との記述変更など

―12月定例会：追加議案―
◆一般職の職員の給与に関する条例の一部を

改正する条例の制定について

・平成28年の人事院勧告において、俸給表が平均0.28%引き上げら
れ、期末・勤勉手当の年間支給月数が4.20ヵ月から4.30ヵ月に引き
上げる勧告がなされ、この勧告並びに県、近隣の町村の動向を参酌
の上、栄村職員労働組合との協議により改正するもの

◆平成28年度一般会計補正予算（第6号）
・平成28年人事院勧告による一般職の人件費の改定と切明の鉱泉地取

得費
・補正額：6,787千円

◆平成28年度栄村国民健康保険特別会計（施
設勘定）補正予算（第4号）

・人事院勧告による職員の給与改定
・補正額：692千円



栄 村 議 会 報（13） 平成 29 年 2 月 1 日

案　件　名 内　　容
◆平成28年度栄村介護保険特別会計補正予算

（第3号）
・人事院勧告による職員の給与改定
・補正額：42千円

◆平成28年栄村介護サービス特別会計補正予
算（第3号）

・人事院勧告による職員の給与改定など
・補正額：178千円

◆平成28年栄村簡易水道特別会計補正予算
（第4号）

・人事院勧告による職員の給与改定
・補正額：37千円

◆平成28年栄村スキー場特別会計補正予算
（第2号）

・人事院勧告による職員の給与改定
・補正額：37千円

◆栄村保健師看護師等奨学資金貸付条例の制
定について

・保健師・看護師等を養成する学校に在学する学生に対して奨学資
金を貸し付けて、栄村に勤務する保健師・看護師等の確保を目的
とするもの

―平成29年1月12日臨時会―
◆栄村教育委員会委員の任命について

・現教育委員の任期が平成29年2月5日をもって満了となるため
・新教育委員：半藤則子氏（白鳥）

―平成29年1月24日臨時会―
◆専決処分について:平成28年度栄村一般会計

補正予算（第8号）

・高齢者総合福祉センターで実施している介護福祉事業を今年4月か
ら栄村社会福祉協議会に移管するための施設改修工事費など

・補正額：22,639千円

◆平成28年度栄村一般会計補正予算（第9号） ・栄村振興公社への出損金
・補正額：21,000千円

陳情件名 陳情内容 陳情者 審査結果

地方議会議員の
厚生年金制度へ
の加入を求める
意見書

　平成27年に実施された統一地方選挙において、町村では
議員への立候補者が減少し、無投票当選が増加するなど、
住民の関心の低下や地方議会議員のなり手不足が大きな問
題となっている。
　こうした中、地方議会議員の年金制度を時代に相応しい
ものにすることが議員を志す新たな人材確保につながってい
くと考える。
　よって、国民の幅広い政治参加や地方議会における人材
確保の観点から、地方議会議員の厚生年金制度加入のため
の法整備を早急に実現するよう強く要望する。

長野県町村議会議長会
会長　久保田三代

採択

※全員賛成
　11名
　（議長除く）

総務文教常任委員会

1.村民が希望の持てる村政施策を進めるため、交付税の安定確保に努めること。
2.復興基金を含むすべての基金の使途に関しては、地域住民に潤いを与えるような事業計画を立て、
　進めること。
3.村からの情報発信は積極的に実施し、日々新しい情報を提供して観光・産業等地域の付加価値
   を高めること。
4.地域おこし協力隊の積極的増員を図り、地域の活性化を促すように進めること。
5.人口減少問題に知恵を出し合い、特に空家対策など、目標を定めて積極的に取り組むこと。
6.義務教育の更なる充実を図り、栄村独自の教育環境を作ること。
7.伝承文化・芸能・文化財保護に力をいれ、苗場山麓ジオパーク事業に積極的に参画すること。

産業社会常任委員会

1.社会保障制度が改正され、村の財政的負担・村民の負担が重くなっている中で、村政運営にあたっ
   ては、住民サービスなどが後退しないよう十分配意されたい。
2.里山・森林保全環境を整備し、特に若者の雇用環境を整備すること。
3.集落営農の充実、農地の地力増進と有機農産物栽培の普及を進め、生産・加工・販売と一貫し
   た農産形態を確立し、基幹産業である農林業に重きを置いた政策を強力に進めること。
   なお、中山間地農業を守るため、村として断固TPPに反対すること。
4.村の活性化のために、自然エネルギービジョンの策定に取り組み、集落の存続に不可欠な道水路
   の改修など、取り組みを強化すること。
5.予算の執行にあっては、予算内で納める努力をすること。

陳情審査結果

◆平成29年度栄村予算の樹立に関する提言書を村当局へ提出◆



飯
山
線
の
Ｓ
Ｌ
運
行
、
多
く
の
村

民
が
大
変
感
動
し
た
。
今
後
の
飯

山
線
Ｓ
Ｌ
運
行
を
期
待
す
る
声
が
高
ま
っ
て

い
る
。栄
村
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
。

私
も
19
、
20
日
、
両
日
迎
え
、
乗
っ

て
き
た
方
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
歓

迎
す
る
様
子
に
つ
い
て
充
分
ど
の
よ
う
な
対
応

を
し
た
の
か
、
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
今
後
の

こ
と
は
飯
山
線
沿
線
活
性
化
協
議
会
と
一
緒

に
研
究
し
た
い
。

今
回
の
運
行
は
１
億
円
余
り
か

か
っ
た
と
聞
く
。
定
期
運
行
が
行

な
わ
れ
て
い
る
路
線
で
は
Ｊ
Ｒ
が
地
元
自
治

体
に
一
定
の
財
政
負
担
を
求
め
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
栄
村
観
光
の
発
展
、
地
域
活
性

化
の
た
め
に
身
の
丈
に
合
っ
た
範
囲
の
こ
と
だ

が
、
沿
線
協
議
会
の
中
で
栄
村
と
し
て
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
と
い
う
意
味
合
い
も

含
め
て
、
応
分
の
負
担
も
覚
悟
し
た
上
で
、

定
期
運
行
を
求
め
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
。

村
長
の
考
え
は
？

単
独
で
の
運
行
は
ほ
と
ん
ど
無
理

だ
と
考
え
る
。
５
年
に
１
回
、
８

年
に
１
回
と
か
、
そ
う
い
う
節
目
を
つ
く
れ
な

い
か
。
そ
う
い
う
提
案
を
広
域
に
出
し
て
い
き

た
い
。

錯
誤
捕
獲
の
放
獣
作
業
中
に
重
傷

を
負
う
事
故
が
あ
っ
た
。
こ
れ
だ

け
の
重
大
事
故
の
場
合
、
普
通
、
首
長
が
な

ん
ら
か
の
コ
メ
ン
ト
を
出
す
も
の
だ
と
考
え

る
。
村
長
と
し
て
の
見
解
を
。

今
回
ち
ょ
っ
と
し
た
取
扱
い
の
ミ

ス
で
事
件
に
遭
遇
し
て
し
ま
っ
た
。

放
獣
と
い
う
決
め
が
あ
る
の
で
、
放
獣
を
行
っ

た
と
い
う
こ
と
だ
。

有
害
獣
、
中
で
も
と
り
わ
け
被
害

が
大
き
い
ク
マ
の
対
策
を
栄
村
と

し
て
今
後
、ど
の
よ
う
に
強
化
し
て
い
く
の
か
。

栄
村
か
ら
ク
マ
を
全
部
処
理
す
る

と
い
う
こ
と
は
ク
マ
と
の
共
存
、

動
物
保
護
の
関
係
も
あ
る
。
今
後
、
錯
誤
捕

獲
の
場
合
、
時
間
は
か
か
る
が
、
長
野
か
ら

専
門
業
者
に
来
て
も
ら
い
、
麻
酔
銃
を
使
っ

た
対
策
を
取
り
入
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
村
の

関
係
で
は
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

阿
部
家
は
昭
和
50
年
に
県
指
定
文

化
財
と
な
り
40
年
経
過
し
て
い
る
。

小
赤
沢
の
秋
山
郷
保
存
民
家
は
昭
和
53
年
に

村
所
有
と
な
り
、
両
家
と
も
「
か
や
ぶ
き
屋

根
」
で
、村
の
歴
史
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。

建
物
は
暦
年
を
重
ね
、
土
台
を
含
め
「
か
や

ぶ
き
」
の
状
態
は
よ
く
な
い
。
守
っ
て
い
っ
て

く
だ
さ
る
方
々
も
高
齢
に
な
っ
た
。
今
後
の
維

持
管
理
と
停
滞
し
て
い
る
村
へ
の
来
客
な
ど
、

大
き
な
発
信
等
含
め
た
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

２
棟
は
貴
重
な
財
産
で
あ
る
。
傷

ん
で
い
る
の
で
あ
れ
ば
修
理
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
阿
部
家
は
県
指
定
で
あ
る
。

早
急
に
調
査
し
、
県
、
村
審
議
会
、
所
有
者
、

地
域
と
協
議
し
取
り
扱
う
。
２
棟
と
も
観
光

の
財
産
と
位
置
付
け
る
。「
栄
村
秋
山
郷
観
光

協
会
」
と
「
絆
」
を
村
の
観
光
事
業
と
し
て

の
一
本
化
構
想
を
練
っ
て
い
る
。

阿
部
家
に
つ
い
て
は
所
有
者
の

阿
部
さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら
建

物
の
維
持
に
努
め
て
き
た
。
将
来
的
な
こ
と
、

活
用
等
含
め
、
所
有
者
の
お
気
持
ち
を
尊
重

し
な
が
ら
文
化
財
と
し
て
の
維
持
に
努
め
て
い

き
た
い
。
屋
根
の
補
修
に
つ
い
て
は
平
成
30

年
頃
と
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
秋
山

郷
保
存
民
家
は
築
２
０
０
年
を
超
え
て
い
る

建
物
で
あ
る
。
古
く
な
り
、
補
修
に
つ
い
て
は

多
額
な
費
用
が
掛
か
る
の
で
、
や
り
繰
り
が

大
変
で
あ
る
が
、
貴
重
な
財
産
で
あ
る
の
で

し
っ
か
り
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
久
保
の
阿
部
さ
ん

も
、
頼
り
に
し
て
い
た

「
お
た
っ
し
ゃ
会
」
の
福
原
さ
ん
も
高
齢
に
な

ら
れ
た
。
今
の
と
こ
ろ
案
内
を
津
南
町
の
「
ふ

る
里
ガ
イ
ド
」「
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
」
に
お

願
い
し
て
い
る
の
が
現
状
だ
。
ガ
イ
ド
の
必
要

性
を
感
じ
て
い
る
の
で
「
観
光
案
内
ガ
イ
ド
」

か
や
ぶ
き
屋
根
の
家
で
火
を
囲
み
な
が
ら
昔

語
り
の
で
き
る
「
語
り
部
ガ
イ
ド
」
等
の
養

成
を
し
て
い
き
た
い
。

栄 村 議 会 報 （14）栄 村 議 会 報  12 月定例会　一般質問平成 29 年 2 月 1 日

村
長
村
長

Ｓ
Ｌ
の
定
期
運
行
に
む
け

て
の
村
の
取
り
組
み
は
？

単
独
で
は
無
理
。５
年
、

８
年
に
１
回
の
節
目
を

つ
く
れ
な
い
か
、提
案

を
出
し
て
い
き
た
い
。

松
尾
眞
議
員

質
問
質
問

村 長

村
長
村
長

栄
村
文
化
財
保
全
に
つ
い
て

ク
マ
に
よ
る
重
傷
事
故
に
対
す
る
見
解

を
。今
後
の
ク
マ
対
策
の
強
化
方
針
は
？

質
問
質
問

村
長
村
長

質
問
質
問

「
阿
部
家
」「
秋
山
郷
保

存
民
家
」
の
維
持
管
理

と
活
用
に
つ
い
て
。

早
急
に
調
査
し
、
県
、
村

審
議
会
、
所
有
者
、
地

域
と
協
議
し
取
り
扱
う
。

上
倉
和
美
議
員

質
問
質
問

村
長
村
長

村
長
村
長

質
問
質
問

商
工
観
光
課
長

商
工
観
光
課
長

村 長

教
育
長

教
育
長

種　別 備　考
長
野
県
指
定
文
化
財

長野県宝 阿部家住宅 
選択民俗
文化財

秋山郷の焼畑耕作
早蕎麦 

選択無形
民俗文化財

秋山地方の口頭伝承
（日常生活用語）
箕作の道祖神祭り

栄
村
指
定
文
化
財

有形文化財

島田氏古文書
北野神社鰐口
尖頭器（石槍）
黒駒太子画像・
聖徳太子孝養像

天然記念物 ユモトマユミ 

史跡
一字一石経塚
内池館跡

○栄村の指定文化財



議
員
視
察
で
群
馬
県
南
牧
村
（
な

ん
も
く
む
ら
）
に
学
ん
だ
福
祉
政

策
が
優
れ
て
い
て
当
村
も
参
考
に
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
伺
う
。
入
居
料
は

国
民
年
金
受
給
者
で
も
入
れ
る
よ
う
に
と
月

額
５
万
８
千
円
。
そ
こ
で
働
く
職
員
に
は
公

務
員
並
み
の
給
料
の
補
償
を
実
現
し
て
い
る
。

補
助
金
や
介
護
保
険
等
を
利
用
し
て
成
し
得

て
い
る
こ
と
は
当
然
と
思
う
が
、
研
究
す
べ
き

で
は
な
い
か
。良

い
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。

こ
の
よ
う
な
施
設
は
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
行
政
職
員
を
研
修
に
向
か

わ
せ
研
究
し
対
応
し
て
い
き
、
今
後
村
の
介

護
総
合
事
業
計
画
を
つ
く
る
お
り
、
項
目
を

入
れ
研
究
し
て
い
く
。

長
野
県
で
も
以
前
か
ら

あ
る
制
度
で
、
自
治
体

で
建
設
の
例
も
あ
る
が
、
現
在
で
は
居
宅
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
方
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

村
の
老
人
共
同
住
宅
も
空
き
が
あ
る
状
態
で
、

利
用
希
望
者
が
沢
山
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
は

疑
問
も
あ
る
。

高
齢
化
率
の
高
い
村
で

は
、
福
祉
事
業
は
基
幹
産

業
に
も
成
り
得
る
。
調
査
、
研
究
を
進
め
て

ほ
し
い
。

「
振
興
公
社
も
運
営
が
大
変
で
、

今
後
儲
か
ら
な
い
施
設
は
指
定
管

理
契
約
を
結
ば
な
い
と
い
う
事
態
も
想
定
さ

れ
る
。
そ
の
時
、
村
は
ど
う
す
る
か
。」
と
通

告
し
た
が
、
事
態
は
そ
れ
以
上
に
深
刻
な
よ

う
だ
。
ま
ず
栄
村
が
施
設
を
含
め
た
観
光
施

策
を
明
確
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
考
え
を

伺
う
。

観
光
に
つ
い
て
は
村
全
体
に
財
産

が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
中
心
に
進
め

て
い
こ
う
と
思
う
が
、
人
を
呼
ぶ
に
は
そ
れ
な

り
の
施
設
、
交
通
機
関
を
含
め
整
備
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
役
場
行
政
機

関
の
方
で
イ
ベ
ン
ト
事
業
も
や
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
は
観
光
協
会
へ
ゆ
だ
ね
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
協
会
に
は
各
観
光
事
業
団
体
や
振
興

公
社
も
入
っ
て
い
る
の
で
、
打
ち
合
わ
せ
を
し

な
が
ら
本
来
の
観
光
に
結
び
付
け
て
い
っ
て
ほ

し
い
。
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
は
観
光
業

で
実
践
を
重
ね
た
プ
ロ
の
導
入
も
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

当
村
は
、
面
積
の
9
割
が
森
林
で

あ
り
、
山
間
地
と
日
本
有
数
の
豪

雪
地
帯
の
た
め
、
安
定
し
た
水
量
と
落
差
が

確
保
で
き
、
小
水
力
発
電
建
設
に
有
望
と
思

わ
れ
る
適
地
が
多
く
あ
る
。
平
成
24
年
に
小

水
力
発
電
仮
調
査
を
実
施
し
、
坪
野
、
栃
川
、

樽
山
の
3
箇
所
に
つ
い
て
は
6
年
4
ヵ
月
か
ら

10
年
1
ヵ
月
で
償
還
可
能
と
の
結
果
が
示
さ

れ
て
い
る
。
①
建
設
を
前
提
と
し
た
本
調
査
等

に
つ
い
て
。
②
新
規
事
業
と
し
て
薪
ス
ト
ー
ブ

の
購
入
の
補
助
金
等
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
な
い

か
伺
う
。

①
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
関
係
に
つ

い
て
は
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
水
だ
け
で
な
く
雪
に
対
す
る
研
究
も

特
命
対
策
課
で
研
究
す
る
よ
う
に
指
示
し
て

あ
る
。
②
薪
ス
ト
ー
ブ
の
関
係
に
つ
い
て
は
補

助
金
等
の
研
究
も
考
え
て
い
る
。

平
成
26
年
か
ら
27
年
に
坪
野

水
路
の
水
量
調
査
を
し
た
結

果
、
１
７
０
か
ら
１
８
０
世
帯
程
度
の
電
力

が
確
保
で
き
、
坪
野
水
路
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化

を
前
提
条
件
と
し
、
中
山
間
地
の
総
合
整
備

事
業
に
合
わ
せ
調
査
設
計
を
進
め
て
い
く
予

定
で
あ
る
。①

一
級
、
二
級
、
そ
の
他
村
道
、

林
道
を
合
わ
せ
橋
梁
の
数
に
つ
い

て
。
②
一
番
古
い
橋
梁
は
何
年
頃
建
設
さ
れ

た
の
か
。
③
今
後
の
調
査
、
修
繕
等
の
計
画

に
つ
い
て
。
④
橋
梁
の
除
雪
に
つ
い
て
。

①
村
道
42
橋
、
林
道

9
橋
で
合
わ
せ
て
51

橋
。
②
昭
和
33
年
に
村
道
極
野
線
に
建
設
。

③
38
橋
の
調
査
が
完
了
し
、
平
成
29
年
と
30

年
に
そ
れ
ぞ
れ
2
橋
を
調
査
す
る
予
定
。
④

村
道
の
29
橋
、
林
道
の
9
橋
は
冬
期
間
の
除

雪
は
行
っ

て
い
な
い
。

春
山
除
雪

の
際
の
み

と
い
う
状

況
に
な
っ

て
い
る
。
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自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
、

環
境
に
優
し
い
村
づ
く
り

質
問
質
問

産
業
建
設
課
長

産
業
建
設
課
長

栄
村
に
お
け
る
宿
泊
施
設
の

維
持
管
理
に
つ
い
て

質
問
質
問

介
護
付
き
居
住
施
設
に
つ

い
て
、研
究
す
べ
き
で
は
。

こ
の
よ
う
な
施
設
は
必
要
で

あ
る
と
考
え
研
究
し
て
い
く
。

阿
部
伸
治
議
員

質
問
質
問 介

護
付
き
居
住
施
設
考
に
つ
い
て

村
長
村
長

村
長
村
長

小
水
力
発
電
建
設
を
前
提

と
し
た
本
調
査
に
つ
い
て
。

水
だ
け
で
な
く
雪
に
対

す
る
研
究
も
特
命
対
策

課
で
研
究
す
る
よ
う
に

指
示
し
て
あ
る
。

石
沢
正
議
員

村
長
村
長

村 長

村 長

質
問
質
問

健
康
支
援
課
長

健
康
支
援
課
長

阿
部
議
員

阿
部
議
員

橋
梁
の
維
持
管
理
と
今
後
の
補

修
・
修
繕
等
の
計
画
に
つ
い
て▲村道極野線：昭和34年に建設された

橋梁破損状況

総
務
課
長

総
務
課
長



現
行
の
奨
学
資
金
制
度
と
は
別
に
、

人
財
育
成
を
支
援
す
る
奨
学
資
金

制
度
の
創
設
に
つ
い
て
、
対
象
範
囲
を
保
健

師
等
に
限
定
せ
ず
、
介
護
福
祉
士
、
作
業
療

法
士
等
も
含
め
た
幅
広
く
養
成
す
る
の
は
ど
う

か
。
ま
た
県
下
に
先
駆
け
、
給
付
型
奨
学
資

金
制
度
の
導
入
の
考
え
は
。

保
健
師
、
看
護
師
、
准
看
護
師
育

成
型
の
奨
学
資
金
制
度
は
今
回
設

け
る
。
４
月
か
ら
福
祉
事
業
は
総
合
的
に
村

社
協
が
運
営
す
る
。
村
社
協
か
ら
の
要
請
が

あ
れ
ば
早
急
に
対
応
し
研
究
し
た
い
。

育
英
資
金
の
貸
付
総
額

は
２
，
７
７
１
万
６
千

円
。
こ
こ
数
年
の
新
規

貸
付
認
定
者
は
３
～
４
人
で
推
移
し
て
い
る
。

平
成
17
年
以
降
で
は
滞
納
し
て
い
る
人
は
い

な
い
。

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
65
歳

に
な
っ
た
月
か
ら
1
号
被
保
険
者

と
な
り
、
村
が
決
め
た
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
に
な
る
。
３
年
前
に
改
定
し
、
毎
回
上
昇

を
続
け
、
現
在
基
準
額
５
，
２
０
０
円
と
な
っ

て
い
る
。
施
設
入
所
者
の
増
加
と
共
に
、
給

付
総
額
が
増
え
て
い
る
が
、
村
民
の
50
％
の

人
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
介
護
保
険
料
の

軽
減
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

居
宅
サ
ー
ビ
ス
と
予
防
事
業
の
充

足
を
図
り
、
施
設
入
所
者
の
減
少

を
図
り
な
が
ら
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

来
年
度
か
ら
通
所
介
護

部
門
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

を
含
め
、
一
体
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
村
社

協
で
行
う
。
軽
度
認
定
者
の
重
度
化
の
抑
制
、

施
設
入
所
者
の
移
管
の
抑
制
を
図
り
な
が
ら
、

介
護
保
険
料
の
上
昇
を
抑
制
し
た
い
。

森
駅
前
商
店
街
と
周
辺
の
総
合
開

発
を
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
つ
も
り
な
の
か
。
ま
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
中

に
提
言
さ
れ
て
い
る
「
５
組
の
移
住
者
の
受

け
入
れ
」
と
「
出
生
率
２
・
２
８
」
と
仮
定

さ
れ
る
こ
と
で
、
平
成
52
年
に
１
，
０
６
９

人
ま
で
減
少
す
る
と
推
計
さ
れ
る
人
口
を
１
，

４
０
０
人
で
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
今
年
ゼ
ロ
だ
っ
た
ら
来
年
は
10
組

と
、
倍
々
と
な
る
。
ど
う
や
っ
て
移
住
者
を
増

や
す
の
か
と
い
う
政
策
が
ま
っ
た
く
見
え
て
き

て
い
な
い
が
。森

宮
野
原
駅
周
辺
の
開
発
に
つ
い

て
は
、
い
か
に
し
て
人
を
呼
び
込

む
か
。
ま
た
後
継
者
不
足
の
対
策
を
ど
う
す

る
か
。
今
後
研
究
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に

つ
い
て
は
、
人
が
集
ま
る
就
業
先
、
起
業
先
、

住
む
場
所
を
第
一
に
考
え
て
い
き
た
い
。

買
い
物
の
交
通
の
足

と
か
移
動
購
買
車
等

研
究
し
て
い
き
た
い
。

若
者
が
希
望
す
る
環
境
や
施

策
が
今
後
の
村
づ
く
り
の
鍵

で
あ
る
。
た
だ
つ
く
れ
ば
い
い
も
の
で
は
な
い

の
で
重
要
業
績
評
価
指
標
を
定
め
、
こ
れ
を

点
検
、
検
証
し
て
い
く
。移

住
者
を
受
け
入
れ

る
住
宅
の
確
保
施
策

と
し
て「
空
き
家
バ
ン
ク
」登
録
制
度
の
運
用
、

ま
た
宅
建
協
会
や
業
者
に
紹
介
し
て
ス
ム
ー
ズ

な
空
き
家
の
取
引
を
し
て
い
た
だ
く
制
度
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

新
た
な
工
場
建
設
等

で
の
新
規
雇
用
と
共

に
、
田
舎
で
暮
ら
す
こ
と
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
。泥

水
が
水
道
管
か
ら
出
て
い
て
お

風
呂
、
飲
み
水
等
に
も
苦
慮
し
て

い
る
が
、
今
後
の
本
管
、
各
家
庭
の
ボ
イ
ラ
ー

等
の
洗
浄
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

森
区
の
委
員
会
と
一
緒
に
協
力
し

な
が
ら
事
業
完
了
へ
と
進
め
て
い

き
た
い
。
早
急
に
減
免
措
置
を
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

配
水
池
、
配
水
本
管

は
現
在
清
掃
作
業
を

予
定
し
て
い
る
。
宅
内
配
管
も
そ
の
後
行
っ

て
い
く
。
日
中
は
断
水
が
で
き
な
い
の
で
夜
間

作
業
で
実
施
し
て
い
き
た
い
。
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総
務
課
長

総
務
課
長

健
康
支
援
課
長

健
康
支
援
課
長

村
長
村
長

現
行
の
奨
学
資
金
制
度
と

は
別
に
人
財
育
成
型
創
設

に
つ
い
て
、
も
っ
と
対
象

範
囲
を
広
げ
て
は
ど
う
か
。

村
社
協
か
ら
の
要
請
が
あ
れ
ば

早
急
に
対
応
し
研
究
し
た
い
。

上
倉
敏
夫
議
員

村
長
村
長

村 長

質
問
質
問

森
簡
易
水
道
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て

栄
村
総
合
戦
略
と
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
。

今
後
研
究
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
。

石
沢
一
男
議
員 

村 長村
長
村
長

質
問
質
問

質
問
質
問

村
長
村
長

奨
学
資
金
制
度
に
つ
い
て

質
問
質
問

産
業
建
設
課
長

産
業
建
設
課
長

教
育
委
員
会

事
務
局
長

教
育
委
員
会

事
務
局
長

商
工
観
光
課
長

商
工
観
光
課
長

住
民
福
祉
課
長

住
民
福
祉
課
長

特
命
対
策
課
長

特
命
対
策
課
長



①
チ
ッ
プ
材
に
利
用
し
て
い
る
間
伐

材
を
集
落
近
辺
や
水
路
近
辺
の
森

林
を
優
先
し
て
整
備
し
、
活
用
す
る
こ
と
を
望

む
が
、
栄
村
自
然
環
境
保
護
条
例
等
に
組
み
込

む
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
②
森
林
組
合
が
白
鳥

工
場
ま
で
村
民
が
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
間
伐
材
等
を

運
べ
ば
５
千
円
で
引
き
取
る
（
村
が
２
千
円
補

助
）
と
い
う
事
業
を
持
ち
か
け
て
い
る
。
ま
だ

返
事
が
な
い
と
聞
く
が
そ
の
理
由
は
。
③
丸
太

を
そ
の
ま
ま
燃
や
す
「
バ
イ
オ
マ
ス
ガ
ス
化
燃

料
ボ
イ
ラ
ー
」
の
活
用
を
検
討
で
き
な
い
か
。

①
集
落
で
相
談
し
、
実
行
で
き
る

計
画
案
を
出
せ
ば
村
も
協
力
す
る
。

①
小
規
模
の
森
林
計

画
に
は
補
助
金
が
少

な
い
。
村
が
全
部
出
せ
な
い
。
②
ま
だ
制
度

設
計
が
至
ら
な
い
の
で
今
後
研
究
し
た
い
。

③
煙
の
有
害
物
質
除
去
等

が
問
題
だ
。今
後
研
究
す
る
。

①
村
の
計
画
に
「
ネ
ッ
ト
販
売
促

進
」
が
あ
る
が
、
農
産
物
で
は
ど

う
推
進
協
力
し
て
く
れ
る
の
か
。
②
菅
沢
農

場
の
活
用
は
。
来
年
か
ら
は
一
反
歩
３
千
円

の
利
用
料
と
聞
い
て
い
る
が
、
企
業
の
参
入

は
あ
る
の
か
。
③
加
工
所
の
追
加
建
設
は
あ

る
か
。
④
直
売
所
「
か
た
く
り
」
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
は
で
き
な
い
か
。

①
法
人
規
模
く
ら
い
の
組
織
に
対

し
て
は
協
力
す
る
。
直
売
所
に「
野

菜
の
残
り
を
ネ
ッ
ト
販
売
し
よ
う
」
と
言
っ
た

が
、
残
る
野
菜
が
無
い
の
で
は
で
き
な
い
。
③

家
庭
的
規
模
の
加
工
所
は
つ
く
ら
な
い
。
大

量
生
産
す
る
場
合
は
協
力
す
る
。
④
「
生
産

者
が
お
客
と
交
流
で
き
な
い
か
」
と
直
売
所

に
言
っ
た
が
、
ま
っ
た
く
返
事
も
な
く
交
流
も

さ
れ
て
い
な
い
。
物
産
館
で
は
、
外
で
お
客
と

会
話
す
る
よ
う
に
し
た
。
触
れ
合
い
の
あ
る
直

売
所
に
し
て
ほ
し
い
。

②
34
ｈ
ａ
あ
る
。
農

地
表
面
の
雨
水
を
吸

わ
な
い
の
で
流
れ
て
し
ま
う
と
い
う
の
は
知
ら

な
か
っ
た
。
県
に
対
応
し
て
も
ら
う
。
企
業
参

入
は
無
い
。「
し
し
こ
し
ょ
う
」
を
伝
統
野
菜

と
し
て
進
め
る
。
味
噌
漬
け
加
工
品
も
進
め

る
。
③
加
工
所
専
門
職
員
は
徐
々
に
専
門
職

員
と
し
て
置
く
。
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総
務
課
長

総
務
課
長

村
の
農
産
物
の
販
売
を
促
進

す
る
こ
と
に
つ
い
て

集
落
周
辺
や
水
路
周

辺
の
森
林
を
優
先
的

に
整
備
で
き
な
い
か
。

集
落
で
相
談
し
、実
行
で

き
る
計
画
案
を
出
せ
ば

村
も
協
力
す
る
。

山
本
千
津
子
議
員

村
長
村
長

質
問
質
問

村 長

村
長
村
長

集
落
周
辺
の
森
林
整
備
と
薪

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
つ
い
て

質
問
質
問

産
業
建
設
課
長

産
業
建
設
課
長

産
業
建
設
課
長

産
業
建
設
課
長

産
業
建
設
課
長

産
業
建
設
課
長

医
療
や
介
護
の
負
担
が
大
き
く
な

り
「
生
活
を
切
り
詰
め
な
け
れ
ば
」

と
の
不
安
の
声
を
村
の
中
で
良
く
聞
く
。
国

の
60
歳
以
上
の
暮
ら
し
の
調
べ
で
も
62
・
３
％

が
貯
蓄
の
目
標
に
「
病
気
・
介
護
に
備
え
て
」

と
答
え
て
い
る
。
国
は
２
０
１
８
年
度
の
介

護
保
険
改
定
に
向
け
て
、
介
護
保
険
の
値
上

げ
、
軽
度
者
へ
の
生
活
支
援
の
原
則
自
己
負

担
な
ど
、
介
護
保
険
の
改
悪
と
も
言
え
る
内

容
を
提
案
し
て
い
る
。
社
会
保
障
の
各
分
野

で
負
担
増
と
制
度
改
悪
の
具
体
化
が
進
め
ら

れ
て
い
る
中
で
本
村
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
。

具
体
的
な
関
係
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
国
、
県
か
ら
出
さ
れ
る
と
思

う
。
村
の
福
祉
事
業
、
訪
問
サ
ー
ビ
ス
か
ら

通
所
サ
ー
ビ
ス
の
関
係
は
平
成
29
年
４
月
か

ら
社
会
福
祉
協
議
会
で
運
営
し
て
も
ら
う
こ

と
を
考
え
て
い
る
。
下
駄
履
き
ヘ
ル
パ
ー
な
ど

資
格
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
方
で
資
格
取
得

ま
で
全
額
補
助
す
る
の
で
若
い
方
の
雇
用
の

場
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
登
録
さ
れ
て
い

る
下
駄
履
き
ヘ

ル
パ
ー
に
つ
い

て
は
今
後
話
し

合
い
も
し
て
、

活
躍
し
て
も
ら

え
る
か
相
談
し

た
い
。

農
地
と
地
域
農
業
を
守
る
農
業
委

員
会
が
公
選
制
か
ら
任
命
制
に
変

わ
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
国
の
農
業
政
策
に

よ
る
制
約
が
強
ま
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
と

思
う
が
、
担
い
手
の
確
保
や
農
地
の
有
効
性
、

遊
休
農
地
の
解
消
な
ど
、
今
ま
で
以
上
に
徹

底
し
て
村
民
の
立
場
に
立
ち
、
村
民
に
寄
り

添
っ
た
農
業
委
員
会
の
運
営
が
強
く
求
め
ら

れ
る
。
委
員
会
の
役
割
や
今
後
の
方
向
は
。

本
村
の
農
業
委
員
会
は
、
農
業
を

取
り
巻
く
諸
課
題
に
独
自
に
取
り

組
み
、
村
に
対
し
て
も
「
田
直
し
事
業
」「
共

同
機
械
化
導
入
モ
デ
ル
事
業
」
な
ど
の
農
業

振
興
に
果
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
と
感
じ

て
い
る
。

７
月
か
ら
新
た
な
任
命

制
度
に
よ
る
農
業
委
員

会
が
立
ち
上
が
る
。
条
例
の
改
正
な
ど
に
つ

い
て
は
３
月
の
定
例
会
に
審
議
し
て
も
ら
う

予
定
で
あ
る
。

質
問
質
問

医
療
・
介
護
の
負
担
が

か
か
ら
な
い
よ
う
に
。

福
祉
事
業
は
社
会
福
祉

協
議
会
が
運
営
す
る
。

鈴
木
敏
彦
議
員

質
問
質
問 福

祉・介
護
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
の
改
正
に
つ
い
て

村
長
村
長

村
長
村
長

村 長
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昨
年
11
月
27
日
に
、
村
制
施
行
60
周
年
記
念
共
催
事
業
で
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
み
ん
な
の
学
校
」
を
上
映
し
ま
し
た
。

上
映
会
に
は
村
内
の
方
は
も
と
よ
り
、
県
内
外
の
小
学
生
か
ら

ご
高
齢
の
方
ま
で
、
老
若
男
女
1
5
4
名
の
方
が
か
た
く
り
ホ
ー

ル
に
集
ま
り
、
大
阪
府
立
大
空
小
学
校
の
学
校
参
観
を
し
ま
し
た
。

　

今
回
上
映
し
た
「
み
ん
な
の
学
校
」
は
実
在
す
る
大
阪
府
立

大
空
小
学
校
で
、
不
登
校
や
特
別
支
援
学
級
も
な
く
、
み
ん
な

同
じ
教
室
で
一
緒
に
学
ぶ
普
通
の
公
立
の
小
学
校
で
す
。『
み

ん
な
が
つ
く
る
み
ん
な
の
学
校
』
を
合
言
葉
に
、
す
べ
て
の
子

ど
も
た
ち
を
多
方
面
か
ら
見
つ
め
、
全
教
職
員
、
保
護
者
、
地

域
の
チ
ー
ム
力
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
取
組
み
を
追
っ
た
映

画
で
す
。

　

学
校
参
観
し
た
み
な
さ
ん
か
ら
は
「
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や

人
格
を
大
切
に
し
た
素
晴
ら
し
い
教
育
で
す
ね
」「
地
域
の
人

達
が
学
校
に
か
か
わ
っ
て
考
え
て
い
く
の
は
す
ば
ら
し
い
教
育

で
す
ね
。」「
良
い
映
画
を
観
れ
、
栄
村
に
足
を
運
べ
て
よ
か
っ

た
」「
託
児
付
き
で
久
し
ぶ
り
に
ゆ
っ
く
り
映
画
を
観
ら
れ
た
」

と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

12
月
10
日
に
映
画
を
観
て
の
感
想
を
語
る
会
を
開
き
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
天
気
の
中
、
0
歳
児
を
連
れ
た
方
か
ら
子
育
て
の

大
ベ
テ
ラ
ン
の
方
な
ど
20
代
か
ら
60
代
ま

で
が
車
座
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
想
や

思
い
を
語
り
ま
し
た
。
世
代
を
超
え
た
人

の
集
ま
り
は
な
か
な
か
な
い
の
で
、
貴
重

な
時
を
共
有
で
き
、
栄
村
で
も
「
み
ん
な

の
学
校
」
の
実
践
が
可
能
で
は
な
い
か
と

い
う
意
見
も
出
ま
し
た
。

　

高
齢
化
も
少
子
化
も
最
先
端
の
栄
村
で

す
が
、
学
校
と
保
護
者
と
地
域
が
連
携
を

し
て
集
落
に
子
ど
も
の
声
が
響
く
よ
う
に
、

栄
村
で
子
ど
も
を
育
て
て
よ
か
っ
た
と
思

え
る
よ
う
な
村
に
し
た
い
と
思
い
ま
せ
ん

か
？
大
人
が
子
ど
も
に
寄
り
添
い
個
の
力

を
尊
重
し
、
共
に
学
ん
で
子
ど
も
を
育
て

て
い
く
と
、
子
ど
も
を
育
て
る
だ
け
で
な

く
地
域
の
力
も
培
わ
れ
る
こ
と
を
「
み
ん

な
の
学
校
」
は
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
地

域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
ど
う
育
て

て
い
く
か
は
大
人
の
課
題
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
座
談
会
や
講
演
会
を
開
催
し
て
世
代

を
超
え
た
交
流
を
進
め
、
地
域
の
宝
を
共

に
育
む
た
め
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
で
き
る
こ

と
か
ら
行
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
み
ん
な
の
学
校
」
上
映
実
行
委
員
会齋

藤
　
和
代
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開館時間
平　日:午前9時～午後5時
休館日：土、日、祝日
　　　  ※4月より月曜日と
　　　  祝日の翌日

開館について

▲しめ縄づくり講座

▲自然学校：米ぬかの床磨き

▲自然学校：しめ縄づくり

こらっせ来館者数（1月末現在）
　見学者　　823名
　訪問者　　881名
　合　計　1,704名
　※お茶のみ、講座等

　

栄
村
の
冬
文
化
と
い
え
ば
、
雪
ほ
り
、

野
菜
貯
蔵
、
そ
し
て
手
仕
事
。
11
月
か
ら

こ
ら
っ
せ
で
は
わ
ら
細
工
が
盛
ん
で
す
。

米
俵
に
し
め
な
わ
に
ね
こ
つ
ぐ
ら
。
今
で

も
こ
の
技
術
を
持
つ
方
が
い
る
か
ら
後
世

へ
と
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
技
術
を
継
承

で
き
ま
す
。

　

栄
村
青
少
年
育
成
協
議
会
が
主
催
し
て

い
る
自
然
学
校
で
は
、
栄
村
の
文
化
を
伝

え
る
に
は
欠
か
せ
な
い
稲
作
を
行
っ
て
い

ま
す
。
農
具
で
あ
る
「
ま
ん
が
」
の
代
掻

き
か
ら
始
ま
り
、
稲
刈
り
、
は
ぜ
の
組
み

方
・
結
び
方
、
千
歯
こ
き
、
木
臼
、
と
お

み
と
昭
和
30
年
代
の
稲
作
を
体
験
し
て
い

ま
す
。
米
の
副
産
物
で
あ
る
藁
や
米
ぬ
か

も
使
い
ま
す
。
昔
の
暮
ら
し
に
は
、
無
駄

な
く
有
効
活
用
す
る
知
恵
が
た
く
さ
ん
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。
12
月
の
活
動
で
は
、
藁

で
お
正
月
の
し
め
飾
り
を
作
り
、
米
ぬ
か

で
床
磨
き
を
し
ま
し
た
。
な
ぜ
し
め
縄
を

飾
る
の
か
、
な
ぜ
年
末
に
大
掃
除
を
行
う

の
か
、
な
ぜ
米
ぬ
か
で
磨
く
と
つ
や
が
出

る
か
…
。
そ
う
い
っ
た
様
々
な
風
習
や
知

恵
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

栄
村
に
は
、
当
た
り
前
す
ぎ
て
埋
も
れ

て
い
る
村
特
有
の
文
化
や
風
習
、
技
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
半
年
間
雪
で
埋
も
れ

る
こ
の
地
で
、
食
料
を
上
手
に
保
存
し
食

べ
繋
ぐ
知
恵
を
持
っ
て
い
ま
す
。
山
が
生

み
出
す
植
物
の
特
性
を
知
り
、
生
活
用
具

と
し
て
活
か
す
技
術
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
現
代
の
暮
ら
し
で
は
あ
ま
り
必
要

と
さ
れ
な
く
な
っ
て
き
た
も
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ら
は
栄
村
が
誇
れ
る
資

源
で
す
。

　

平
成
26
年
12
月
、
栄
村
と
津
南
町
で
苗

場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

ジ
オ
パ
ー
ク
と
い
え
ば
、
大
地
の
成
り
立

ち
や
歴
史
と
い
っ
た
学
術
的
な
も
の
と
思

わ
れ
て
い
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
実
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
営
ま
れ
て
き
た
暮
ら
し
や
文
化
も

ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
理
由
の
ひ
と

つ
で
す
。
私
た
ち
栄
村
が
認
定
さ
れ
た
苗

場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
は
、
半
年
間

雪
に
覆
わ
れ
て
い
る
豪
雪
地
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
知
恵
や
技
を
使
っ
て
暮
ら
し
を
営

ん
で
き
た
文
化
（
＝
雪
国
文
化
）
が
あ
り
、

そ
れ
が
現
在
で
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ

と
だ
そ
う
で
す
。
今
で
は
少
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
栄
村
に
は
野
菜
を
保
存
す
る
大

根
つ
ぐ
ら
や
い
も
棚
と
い
っ
た
越
冬
さ
せ

る
技
が
あ
り
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
冬
は

毎
朝
餅
だ
と
か
、
漬
け
菜
が
す・

・

・

・

っ
か
く
な
っ

た
ら
漬
け
菜
煮
に
す
る
と
か
、
味
噌
作
り

は
春
の
彼
岸
が
過
ぎ
て
か
ら
と
か
、
昔
か

ら
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
や
っ
て
き
た
こ

と
も
、
知
恵
や
技
の
詰
ま
っ
た
雪
国
文
化

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
冬
の
お
茶
の
み

話
に
、「
冬
と
言
え
ば
な
に
が
あ
る
」
と

い
う
お
話
を
ぜ
ひ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
は
栄
村
だ
け
、
集
落
だ
け
、
そ
の
家

族
だ
け
の
風
習
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
な
い

物
ね
だ
り
は
よ
く
あ
る
話
で
す
が
、
栄
村

の
あ
る
あ
る
話
も
、
新
た
な
発
見
が
で
き

て
意
外
と
も
り
あ
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

こらっせ
 通信
こらっせ
 通信
こらっせ
 通信
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①
今
年
か
ら
中
学
生

な
の
で
、
部
活
の

吹
奏
楽
部
を
頑
張

り
た
い
で
す
。

②
村
の
人
た
ち
が
み

ん
な
親
切
で
優
し
い
。
緑
が
た
く
さ
ん

あ
っ
て
空
気
が
美
味
し
い
。
四
季
が
は
っ

き
り
し
て
い
る
所
で
す
。

③
「
苦
あ
れ
ば
楽
あ
り
」
と
い
う
言
葉
を

苦
し
い
時
に
い
つ
も
考
え
て
い
ま
す
。

①
ア
ル
ペ
ン
を
や
っ

て
い
る
の
で
、
ケ

ガ
を
し
な
い
よ
う

に
し
た
い
で
す
。

良
い
成
績
を
残
せ

る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

②
自
然
が
豊
か
で
食
べ
物
が
お
い
し
い
と

こ
で
す
。

③
人
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
や
人
に
や

さ
し
く
す
る
こ
と
で
す
。

①
飲
み
歩
き
、
食
べ

歩
き
の
一
人
旅
行

と
趣
味
を
見
つ
け

る
こ
と
！

②
優
し
い
先
輩
方
に

①
健
康
に
心
穏
や
か

に
毎
日
を
過
ご
し

た
い
。

②
自
分
の
生
ま
れ
故

郷
で
生
活
で
き
る

こ
と
。
姪
っ
子
と
頻
繁
に
遊
べ
る
こ
と

で
す
。

③
明
日
は
明
日
の
風
が
吹
く
。『
笑
い
は
世

界
を
救
う
』

①
新
し
い
野
菜
を
育

て
、
直
売
所
に
新

鮮
で
安
全
な
野
菜

を
出
し
た
い
。
昨

年
生
ま
れ
た
長
男

の
育
児
も
頑
張
り
た
い
。

②
周
り
や
近
所
の
人
た
ち
の
暖
か
さ
と
雪

の
量
（
多
さ
）

③
常
に
他
人
へ
の
思
い
や
り
を
心
が
け
て

い
る
。

①
好
奇
心
い
っ
ぱ
い

で
過
ご
し
た
い
。

②
み
ん
な
温
か
い

③
笑
顔

①
村
の
こ
と
を
も
っ

と
よ
く
知
り
た
い

の
で
、
村
の
あ
ち

こ
ち
に
出
か
け
た

い
で
す
。

②
自
然
の
豊
か
さ
、
人
の
よ
さ
を
強
く
感

じ
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

③
臨
機
応
変

①
体
力
を
つ
け
る
た

め
、
運
動
を
続
け

た
い

②
自
然
が
素
晴
ら
し

い
。
ブ
ナ
の
新
緑

は
特
に
好
き
で
す
。

③
生
き
て
る
だ
け
で
ま
る
も
う
け
！

　

村
内
の
酉
年
は
１
５
８
名
。
今
年
も
年

男
・
年
女
の
皆
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容

①
今
年
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
こ
と
や
目

標
、
決
意
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

②
栄
村
に
暮
ら
し
て
「
よ
か
っ
た
な
ぁ
」

と
思
う
こ
と
は
？

③
あ
な
た
の
モ
ッ
ト
ー
や
座
右
の
銘
、

日
ご
ろ
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

保
坂
　
花
さ
ん（
泉
平
・
池
の
は
た
）

平
成
17
年
生
ま
れ

髙
橋
侑ゆ

う
や椰

さ
ん
（
青
倉
・
せ
ぎ
）

宇
佐
美
昌
博
さ
ん（
横
倉
）

上
倉
昇
悟
さ
ん
（
箕
作
・
大
新
町
）

宮
川
一
哉
さ
ん
（
野
田
沢
・
あ
ら
や
）

小
林
　
恵
さ
ん
（
白
鳥
・
つ
る
ね
）

昭
和
56
年
生
ま
れ

齋
藤
愛ま

な
み味

さ
ん
（
長
瀬
）

昭
和
44
年
生
ま
れ

月
岡
美
咲
さ
ん
（
白
鳥
・
石
原
）

平
成
５
年
生
ま
れ

恵
ま
れ
て
毎
日
楽
し
く
過
ご
せ
る
こ
と
。

都
会
で
は
味
わ
え
な
い
栄
村
の
暮
ら
し

が
自
分
に
合
っ
て
い
た
こ
と
。

③
人
生
毎
日
が
勉
強
の
連
続
で
あ
る
こ
と
！

日
々
進
歩
、
日
々
成
長
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①
昔
苗
場
山
で
働

い
て
い
た
が
、
今

年
は
他
の
山
に
も

登
っ
て
み
た
い
。

②
み
な
ま
わ
り
が
顔

見
知
り
で
、
何
か
あ
っ
て
も
安
心

③
特
に
な
い
な
～

①
野
菜
作
り

②
雪
が
降
る
と
こ
ろ

③
老
い
た
母
親
と
仲

良
く
暮
ら
す
こ
と

①
新
し
い
年
に
向
け

て
自
分
独
自
の
花

の
新
開
発
を
進
め

た
い
。
栄
村
の
花

を
全
国
市
場
へ
。

健
康
に
気
を
つ
け
て
、
全
力
で
後
10
年

間
は
花
に
力
を
注
い
で
ゆ
き
た
い
。

②
あ
ま
り
よ
か
っ
た
と
い
う
思
い
は
少
な

め
で
す
が
、
栄
村
は
山
菜
等
雪
の
う
ま

み
を
感
じ
て
い
ま
す
。
雪
を
利
用
し
て

山
菜
、
花
に
雪
室
を
。

③
栄
村
で
12
か
月
仕
事
が
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
大
型
ハ
ウ
ス
で
の
冬
の
仕
事
、

行
政
等
の
力
を
お
願
い
し
た
い
。
も
っ

と
花
を
作
っ
て
栄
村
を
ア
ピ
ー
ル
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

①
健
康
で
野
菜
を
作

る
こ
と

②
平
和
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
こ
と

③
頑
張
り
す
ぎ
な
い
、

で
き
な
い
時
は
や
ら
な
い
。

①
料
理
を
し
な
が
ら

体
操
し
た
り
、
ニ

ン
ニ
ク
栽
培
と
雪

割
り
豆
の
二
毛
作

を
し
た
り
、
竹
の

子
採
り
に
イ
ワ
ナ
釣
り
と
山
騒
ぎ
を
し

た
い
。

②
豊
か
な
山
と
澄
ん
だ
川
が
あ
る
と
こ
ろ
。

イ
ワ
ナ
を
た
く
さ
ん
釣
っ
て
た
ら
ふ
く

食
べ
ら
れ
る
。

③
一
人
暮
ら
し
な
の
で
人
に
迷
惑
を
か
け

な
い
よ
う
に
、
料
理
、
洗
濯
、
掃
除
、

裁
縫
を
し
な
が
ら
健
康
に
気
を
つ
け
る
。

坪
野
の
空
気
は
最
高
！

①
年
を
と
っ
て
思
う

よ
う
に
い
か
な
い

こ
と
も
あ
る
が
、

で
き
る
限
り
パ
ソ

コ
ン
や
俳
句
を
続

け
た
い
。

②
人
間
が
い
い
。
雪
が
あ
る
か
ら
心
も
豊

か
に
な
る
よ
う
に
思
う
。
雪
が
多
い
け

れ
ど
も
、
雪
が
多
い
と
そ
の
年
は
山
菜

が
豊
富
に
な
る
。

③
み
ん
な
同
じ
人
間
だ
か
ら
、
若
い
も
ん

も
年
よ
り
も
誰
に
で
も
平
ら
に
付
き
合

う
事
。
村
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

を
し
な
い
。

①
手
悪
さ
を
楽
し
み

な
が
ら
、
健
康
に

気
を
つ
け
て
仕
事

を
続
け
た
い
。

②
周
り
の
人
が
本
当

に
親
切
な
こ
と
。
遠
慮
な
く
お
付
き
合

い
で
き
る
。
生
ま
れ
た
場
所
で
も
あ
る
の

で
生
活
し
や
す
い
し
気
持
ち
が
落
ち
着
く
。

③
く
よ
く
よ
し
な
い
こ
と
。
成
る
よ
う
に

し
か
な
ら
な
い
。

①
体
が
き
け
ば
何
で

も
し
た
い
け
ど
、

体
力
が
思
う
よ
う

に
い
か
な
い
。
で

き
る
な
ら
畑
で
草

取
り
を
し
た
い
。

②
秋
山
は
大
き
な
災
害
も
な
く
て
い
い
な

と
思
う
。
秋
山
は
気
楽
に
暮
ら
せ
て
い
い
。

③
村
の
人
達
は
み
ん
な
親
切
。
自
分
も
み

ん
な
と
仲
良
く
し
た
い
と
い
つ
も
思
っ

て
い
る
。

山
田
政
利
さ
ん（
小
赤
沢・さ
わ
ば
た
）

昭
和
32
年
生
ま
れ

藤
木
　
固
さ
ん
（
当
部
・
坂
下
）

藤
木
虎
勝
さ
ん
（
極
野
・
与
八
）

齋
藤
安
五
郎
さ
ん

（
坪
野
・
し
も
の
な
か
だ
ん
）

山
田
政
治
さ
ん
（
五
宝
木
）

半
藤
敦
子
さ
ん
（
白
鳥
・
源
平
衛
）

昭
和
20
年
生
ま
れ

小
林
静
子
さ
ん（
森・梨
の
木
）

昭
和
8
年
生
ま
れ

山
田
さ
と
さ
ん
（
屋
敷
・
茂
平
）

大
正
10
年
生
ま
れ
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○
古
文
書
か
ら
読
み
解
く

2
月
10
日(

金)

午
後
6
時
～

会
場
：
北
野
天
満
温
泉

内
容
：
長
瀬
に
巣
守
が
い
た
？
巣
守
と

越
後
で
高
倉
山
の
土
地
争
い
？

今
明
か
さ
れ
る
栄
村
の
歴
史

毎
号
連
載
し
て
い
る
、
努
先
生

の
昔
が
た
り
、
ラ
イ
ブ
版
を
開

催
し
ま
す
！

地域史料保全有志の会
鈴木努（通称:ど先生）
イラスト作成:佐藤洋平

『
堺
村
に
初
等
学
校
が
出
来
た
頃
』

あ
ー
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
か
　〜
ど
先
生
の
栄
村
昔
語
り
〜  

其
の
二
十

　

大
寒
の
季
節
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
す

か
。
こ
の
冬
は
年
越
し
の
頃
か
ら
し
ば
ら
く
積

雪
が
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
な
日
が
続
き
ま
し
た

が
、
小
正
月
の
あ
た
り
か
ら
降
雪
が
急
に
増
え

ま
し
た
。
村
役
場
が
公
開
し
て
い
る
森
地
区
の

積
雪
量
の
推
移
を
見
る
と
、
小
正
月
か
ら
の
積

り
方
が
、
大
雪
だ
っ
た
年
の
降
り
始
め
の
頃
と

よ
く
似
た
積
り
方
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
で

も
例
年
の
半
分
く
ら
い
と
い
い
ま
す
が
、
事
故

も
多
い
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
お
気
を

付
け
て
お
過
ご
し
下
さ
い
。

　

前
回
は
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
か
ら
一
一

年
（
一
八
七
八
）
の
九
月
に
堺
村
で
学
校
が
開

校
し
た
よ
う
だ
と
い
う
お
話
し
を
し
ま
し
た
。

今
回
は
そ
の
続
き
、
こ
の
学
校
が
ど
こ
に
で
き

た
か
、
と
い
う
お
話
し
で
す
。

　

古
文
書
の
な
か
に
手
が
か
り
を
さ
が
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

古
文
書
に
は
、「
弐
番
組
」
で
学
校

を
開
校
し
た
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
前
段
の
方
に
は
「
三
番
組
」
と
い

う
文
言
も
あ
り
ま
す
。
村
用
掛
の
倉
科

健
逸
が
「
三
番
組
」
ま
で
出
張
記
を
読

み
聞
か
せ
て
納
得
さ
せ
た
と
い
い
ま
す

か
ら
、「
番
組
」
が
何
か
の
組
織
を
表
し

て
い
る
の
は
確
か
で
す
。
こ
の
古
文
書

が
書
か
れ
た
明
治
九
年
か
ら
十
一
年
頃

は
、
日
本
の
地
方
制
度
の
近
代
化
過
程

の
な
か
で
「
大
区
小
区
制
」
が
行
わ
れ

て
い
た
時
期
で
す
。
大
区
小
区
制
は
、

も
と
も
と
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に

制
定
さ
れ
た
戸
籍
法
の
第
三
則
の
四
、

五
丁
（
町
）
ま
た
は
七
、八
村
で
戸
籍
編

制
の
組
合
を
作
れ
と
い
う
規
定
に
よ
っ

て
出
来
た
戸
籍
区
を
地
方
の
行
政
区
画

に
転
用
し
た
も
の
で
す
。
最
初
は
大
小

の
な
い
単
一
の
区
で
し
た
が
、
大
蔵
省

の
通
達
に
よ
り
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）

か
ら
戸
数
に
応
じ
て
大
区
・
小
区
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
長
野
県
は
近
隣

の
県
よ
り
少
し
遅
れ
て
明
治
七
年
か
ら

大
区
小
区
制
を
採
用
し
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
た
り
の
様
子
は
『
栄
村
史
』

に
も
書
か
れ
て
お
り
、
明
治

五
年
（
一
八
七
二
）
に
志
久

見
村
と
箕
作
村
は
現
在
の

飯
山
市
な
ど
に
あ
た
る
一
〇

か
村
の
内
と
し
て
高
井
郡
第

五
十
二
区
に
属
し
、
明
治
七

年
七
月
か
ら
は
北
第
二
十
一

大
区
六
小
区
の
内
、
明
治
八

年
六
月
に
堺
村
が
成
立
し
て

か
ら
は
堺
村
の
内
の
箕
作
村
お
よ
び
志

久
見
村
と
な
り
ま
す
。

　
「
番
組
」
は
こ
う
し
た
地
方
制
度
の
法

規
の
な
か
に
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

史
料
を
見
る
と
「
番
組
」
に
置
か
れ
た

用
掛
が
徴
税
な
ど
の
役
割
を
負
っ
て
い

ま
し
た
。
写
真
（
右
下
）
に
あ
げ
た
明

治
九
年
の
民
費
（
い
ま
の
町
村
税
）
受

取
証
は
「
三
番
組 

斎
藤
甚
右
衛
門
」
が

出
し
た
も
の
で
、
彼
は
同
年
の
別
の
租

税
受
取
証
で
「
用
掛
り 

斎
藤
甚
右
衛
門
」

と
署
名
し
て
い
ま
す
。
公
務
を
請
け
負

う
用
掛
が
属
す
る
「
番
組
」
は
、
公
的

な
性
格
の
組
織
と
み
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

大
区
小
区
制
の
時
期
、
ほ
か
の
府
県
で

は
旧
村
を
解
体
し
て
新
た
に
区
分
け
す

る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
長
野

県
の
大
区
小
区
制
は
近
世
以
来
の
村
々

を
最
小
単
位
と
し
て
区
分
け
す
る
姿
勢

だ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
栄
村
域
で
も

近
世
の
箕
作
村
や
志
久
見
村
が
「
番
組
」

と
い
う
形
で
埋
め
込
ま
れ
る
形
で
区
分

け
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

そ
こ
で
こ
の
時
期
の
史
料
を
探
し
て

み
る
と
、「
壱
番
組
」
は
箕
作
村
の
う
ち

箕
作
、「
弐
番
組
」
は
箕
作
村
の
う
ち
月

岡
、「
三
番
組
」
は
箕
作
村
の
う
ち
長
瀬
、

「
四
番
五
番
組
」
は
志
久
見
村
の
内
、
と

書
い
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
で

学
校
が
開
校
し
た
の
は
月
岡
地
区
ら
し

い
と
い
う
こ
と
が
分
り
ま
し
た
。
で
は

も
う
少
し
、
学
校
の
こ
と
を
調
べ
て
み

ま
し
ょ
う
。
続
き
ま
す
。
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栄村公民館が行っている図書プレゼント事業を紹介します。

　

新
年
を
迎
え
、「
今
年
は
昨
年
よ
り
雪

が
少
な
い
の
で
は
」
と
思
っ
た
矢
先
、

一
月
半
ば
に
や
っ
て
き
た
寒
波
に
よ
っ
て
、

栄
村
が
誇
る
、
豪
雪
地
と
な
り
ま
し
た
。

栄
村
に
は
「
冬
籠
り
」
と
い
う
言
葉
が

あ
る
よ
う
に
、
冬
に
な
る
と
家
で
お
茶

の
み
を
し
た
り
、
手
わ
る
さ
（
手
仕
事
）

を
し
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
豪
雪
地
で
は
あ
り
ま
す
が
、

機
械
化
や
融
雪
の
技
術
の
発
展
に
よ
り
、

便
利
な
暮
ら
し
を
送
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
か
ら
20
年
前
は
集
落
内
の

除
雪
は
で
き
ず
、
家
の
前
ま
で
車
が
入
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
更
に
20
年

前
は
、
車
は
雪
の
下
に
し
て
乗
る
こ
と
が

で
き
ず
、
春
に
な
る
と
掘
り
起
し
て
使
用

し
て
い
ま
し
た
。
仕
事
の
で
き
な
い
冬
は

出
稼
ぎ
へ
行
く
人
も
多
か
っ
た
よ
う
で
、

栄
村
の
成
人
式
が
8
月
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
も
、
成
人
者
が
出
稼
ぎ
へ
行
っ

て
村
に
い
な
い
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
よ

う
で
す
。

　

冬
の
年
中
行
事
と
い
え
ば
正
月
と
七
草
、

小
正
月
の
ど
う
ろ
く
じ
ん
、
豆
ま
き
で
、

そ
れ
ぞ
れ
に
や
り
方
は
違
う
と
思
い
ま
す

が
、
そ
う
い
っ
た
行
事
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
昭

和
40
年
頃
の
年
中
行
事
を
調
べ
て
み
る
と

・
1
月
3
日　

釜
神
様
の
年
と
り

・
1
月
11
日　

若
木
む
か
え

　
　
　
　
　
　
（
地
区
に
よ
っ
て
異
な
る
）

・
1
月
15
日　
と
り
お
い
・
も
ぐ
ら
も
ち
ひ
き

　
　
　
　
　
　

ど
う
ろ
く
じ
ん

　
　
　
　
　
　

く
し
餅

・
1
月
16
日　

仏
様
の
年
と
り

・
1
月
17
日　

豆
こ
な
し

・
2
月
1
日　

川
神
さ
ま
の
ま
つ
り

・
2
月
7
日　

大
黒
講

・
2
月
8
日　

事
始
め

・
2
月
12
日　

十
二
講

・
2
月
15
日　

み
み
だ
ん
ご

・
4
月
8
日　

薬
師
様

と
い
ろ
ん
な
行
事
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

「
あ
～
な
つ
か
し
い
な
ぁ
」
と
思
う
も
の
や

「
今
で
も
続
け
て
る
ぜ
ぇ
」
と
い
う
も
の
も

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら
の

行
事
は
信
仰
や
無
病
息
災
、
豊
作
や
安
全

を
祈
願
し
て
行
わ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
に
合
わ
せ
て
こ・

・

・

・

・

め
っ
こ
な

の
だ
ん
ご
や
料
理
が
出
さ
れ
、
長
く
厳
し

い
冬
の
こ
う
い
っ
た
行
事
は
心
が
和
む
ひ
と

時
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
時
代
を
経
験
し
た
方
は
「
大
変
な

の
は
お
た
が
い
さ
ま
と
、
融
通
を
き
か
せ

な
が
ら
暮
ら
し
て
き
た
」「
み
ん
な
で
い
つ

共
有
林
の
春
木
山
を
す
る
か
等
を
決
め
て

共
同
で
暮
ら
し
を
支
え
て
き
た
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
す
。
栄
村
は
よ
く
「
人
が
あ
た

た
か
い
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
人
情
も

長
く
厳
し
い
冬
を
隣
近
所
協
力
し
合
い
な

が
ら
支
え
合
い
、
川
の
神
や
山
の
神
、
釜

の
神
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
神
様
に
感
謝
し
、

豊
作
や
無
事
を
祈
願
し
な
が
ら
自
然
と
共

存
し
て
き
た
暮
ら
し
が
あ
っ
た
か
ら
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

90
歳
を
超
え
る
方
は
「
熊
に
会
っ
た
時

は
人
と
同
じ
よ
う
に
ま
ず
あ
い
さ
つ
を
す

る
こ
と
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
方
は
山
で
カ
モ
シ
カ
の
子
に
会
い
、
一
緒

に
遊
ん
で
き
た
こ
と
も
あ
る
と
言
い
ま
す
。

ま
る
で
昔
話
の
金
太
郎
の
世
界
か
と
思

い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
山
の
生
物
を
尊

重
し
、
共
存
し
な
が
ら
山
の
資
源
を
活

用
し
て
暮
ら
し
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

山
菜
を
採
る
と
き
は
そ
の
植
物
が
枯
れ

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
採
る
、
木
を
伐

る
と
き
は
山
が
成
長
し
や
す
い
よ
う
に

伐
る
…
。
自
分
の
損
得
ば
か
り
考
え
ず
、

相
手
の
こ
と
を
気
遣
う
精
神
は
人
間
に

対
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
自
然
に
対
し

て
も
同
じ
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
の
暮
ら
し
を
昔
の
よ
う
な
暮
ら
し

に
す
る
と
い
う
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

近
代
化
や
都
市
化
が
進
み
、
失
わ
れ
ゆ

く
も
の
が
多
い
今
だ
か
ら
こ
そ
、
昔
の

風
習
や
暮
ら
し
、
山
の
資
源
を
有
効
に

活
か
す
知
恵
や
技
に
は
光
る
も
の
が
あ
り
、

お
た
が
い
さ
ま
の
精
神
に
は
人
を
引
き

寄
せ
る
も
の
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
節
分
の
翌
朝
に
コ
ウ
ツ
キ
を

使
っ
て
雪
を
処
理
す
る
と
48
日
間
荒
れ

る
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
そ
う
で
す
。

昔
は
2
月
4
日
に
雪
が
積
も
っ
て
い
て

も
天
気
が
荒
れ
な
い
よ
う
に
と
無
理
を

し
て
コ
ウ
ツ
キ
を
使
わ
な
か
っ
た
と
か
…
。

現
代
で
は
ス
コ
ッ
プ
に
な
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
今
年
の
4
日
の
雪
の
具

合
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

白鳥地区　どうろくじん
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関澤  眞さん・フェさん宅（森）

保坂良知　月岡（85歳）
①
月
岡
生
ま
れ
。
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、下
高
井
農
林
学
校
へ
進
学
。

卒
業
後
、百
姓
を
し
な
が
ら
、４
H
ク
ラ
ブ
や
青
年
団
産
業
部
に
所
属
し
、

仲
間
と
共
に
村
の
産
業
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。

②
村
お
こ
し
懇
話
会
か
ら
始
ま
り
、
会
員
1
2
0
名
程
で
部
門
に
分
か
れ

て
栄
村
の
資
源
発
掘
や
村
の
産
業
開
発
に
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
っ
た
り

し
た
と
き
は
楽
し
か
っ
た
し
、
生
き
が
い
を
感
じ
た
。
こ
の
活
動
が
評
価

さ
れ
、
全
国
で
奨
励
さ
れ
た
こ
と
も
う
れ
し
い
。

③
昔
は
山
林
を
大
切
に
生
活
し
て
き
た
。
年
中
行
事
と
し
て
春
木
山
や
ヒ
ロ

ノ
抜
き
、藤
葉
取
り
等
を
み
ん
な
で
協
力
し
、分
け
合
い
、活
用
し
て
き
た
。

そ
う
い
う
も
の
に
産
業
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
と
思
う
。
栄
村
で
産
業
を
起
す

に
は
、
資
源
と
土
地
の
広
さ
を
ど
う
活
か
す
か
が
大
切
。

①
月
岡
生
ま
れ
。
5
人
兄
弟
の
一
番
上
。
父
が
12
歳
の
時
に
戦
死
し
た
た
め
、

炭
焼
き
や
薪
作
り
、
田
ん
ぼ
を
手
伝
い
な
が
ら
兄
弟
た
ち
の
子
守
を
し

た
。
冬
は
東
京
や
静
岡
へ
出
稼
ぎ
に
も
行
っ
た
が
、
う
ち
を
増
築
し
て
エ

ノ
キ
栽
培
を
は
じ
め
た
り
弟
の
工
場
へ
行
っ
た
り
も
し
た
。

②
子
ど
も
を
3
人
も
う
け
た
こ
と
が
う
れ
し
い
。
次
男
が
寿
司
屋
と
し
て
店

を
構
え
た
こ
と
や
子
ど
も
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
が
親
の
世
話
に
な
ら
な
い
よ
う

に
と
自
立
し
、
今
で
は
毎
週
の
よ
う
に
来
て
く
れ
る
こ
と
も
う
れ
し
い
。

③
健
康
が
一
番
。
自
分
の
好
き
な
畑
や
山
騒
ぎ
が
で
き
る
。
近
所
の
人
た
ち

が
料
理
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
り
、
お
茶
の
み
に
誘
っ
て
く
れ
る
。
子
ど

も
た
ち
も
健
康
で
い
て
く
れ
る
。
今
が
一
番
幸
せ
。
こ
れ
か
ら
も
一
日
1

回
味
噌
汁
を
作
っ
て
食
べ
、自
然
の
も
の
を
食
べ
て
体
に
気
を
つ
け
た
い
。

市川芳司　月岡（88歳）

年輪　（144）
年輪は風雪に耐えて積み重ねた歴史であり銘木の条件でもある。 
激動の明治・大正・昭和そして平成を生きてきざみ込まれた人
生の年輪は磨かれた銘木のごとく輝く。

①人生を振り返ってみて… 　②うれしかった・楽しかった
思い出は…　③今思うこと・言いたいこと

南雲巳吉　月岡（87歳）
①
月
岡
生
ま
れ
。
尋
常
高
等
学
校
を
卒
業
後
、
下
高
井
農
林
学
校
へ
進
学
。
学
校

の
寮
で
生
活
を
し
た
。
そ
の
後
農
協
、
役
場
と
勤
め
た
。
結
婚
後
は
家
が
大
百

姓
だ
っ
た
た
め
、
百
姓
を
継
い
だ
。
当
時
戦
後
で
植
林
が
盛
ん
で
、
雑
木
を
伐

採
し
た
も
の
を
木
ぞ
り
で
出
し
た
り
、
そ
こ
へ
ス
ギ
を
植
林
し
た
り
と
働
い
た
。

②
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
時
が
一
番
う
れ
し
か
っ
た
。
今
で
は
子
ど
も
や
孫
、

ひ
孫
と
増
え
、
屋
根
の
雪
堀
や
田
植
え
、
稲
刈
り
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
。

11
月
の
家
族
み
ん
な
で
行
っ
た
温
泉
旅
行
も
楽
し
か
っ
た
。

③
う
ち
で
は
子
ど
も
や
孫
が
協
力
し
て
う
ち
の
仕
事
を
み
ん
な
や
っ
て
く
れ

る
し
、
月
岡
で
は
立
派
な
公
民
館
も
完
成
し
た
。
今
の
若
い
衆
は
し
っ
か

り
と
立
派
に
や
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
何
も
言
う
こ
と
は
な
い
。

真
し ん や

矢くん（6さい）

仮面ライダーエグゼイド大
好きです！

雪の降る日も元気に

保育園へ通っています。
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愛
犬
の  

死
を
悲
し
む
か  

み
ぞ
れ
降
る

Ｓ
Ｌ
の　

枯
山
流
る　

黒
煙

ひ
と
ひ
ら
の  

も
み
じ
し
お
り
に  

本
を
閉
じ

　

雪
深
い
栄
村
に
な
り
ま
し
た
。

冬
は
マ
イ
ナ
ス
な
イ
メ
ー
ジ
が

多
い
で
す
が
、
や
っ
と
冬
が
来

た
と
待
ち
望
ん
で
い
た
人
も
い

ま
す
。
や
っ
と
手
仕
事
が
で
き

る
、
ゆ
っ
く
り
う
ち
に
い
ら
れ

る
…
。
い
ろ
ん
な
思
い
は
あ
り

ま
す
が
、
せ
っ
か
く
な
の
で
こ

こ
の
暮
ら
し
を
楽
し
め
た
ら
い

い
で
す
ね
。　　
　
　
　

 　

佳

編
集
後
記

（12月
  句会より）

2月3月の公民館事業
○みみだんご教室
　2月11日（土）午前9時30分～
　会　場：栄村公民館
　参加費：500円
○地域資料保全有志の会 報告会
　3月5日（日）
　会　場：栄村公民館
　※詳細は後日お知らせします
○ロケットストーブ作り
　3月11日（土）午前9時～
　会　場：栄村公民館
　参加費：1000円程度
　内　容：作って便利！木材をエネ
　　　　   ルギーにしたストーブを
　　　　   つくろう！

　僕は、下高井農林高校の野球部に所属
しています。冬の時季は、室内で基礎ト
レーニングや筋トレをしています。雪が
解けて春になったら一試合でも多く勝っ
ていきたいです。個人的には打率一割以
上を目指し、チームに貢献できる
ように頑張りたいと思います。少
ない人数ですがみんなで力を合わ
せて頑張っていきたいと思います。
皆さん応援よろしくお願いします。
齋藤碧人さん（15歳）　長瀬

　小さな花を摘まんだり、畑の土をいじったり、拾った
クルミを水溜まりで洗ったり、空から落ちてくる雪を見
て声を上げたりと、娘の小さな発見やあそびが面白く、
四季折々の自然の中で子育てできることを幸せに感じて
います。散歩に出れば声をかけてもらい、 毎日行くトマ

トのお風呂では常連さん達に可愛がっ
てもらえ、周りの人たちの温かさが
とても嬉しいです。また、しめ縄作
りやみみだんご教室、つぐら教室な
どに参加し、村の伝統文化に触れる
ことも楽しみの一つです。
保坂直子さん（39歳）　森　

特
選　

高
２　

樋
口
杏
夏

　
　
　

小
６　

樋
口
爽
乃　
（
条
幅
）

金
賞　

高
３　

桑
原
絵
里
華

銀
賞　

高
３　

南
雲
ま
り
な

長
野
県
書
道
展
で
入
賞
し
ま
し
た
！

銅
賞　

小
６　

樋
口
爽
乃
（
半
紙
）

　
　
　

中
１　

桑
原
由
妃
（
半
紙
）

　
　
　

中
２　

太
島
美
羽
（
条
幅
）

　
　
　

中
２　

滝
澤
新
史
（
条
幅
）

　
　
　

高
２　

広
瀬
竜
也

　
　
　

高
３　

大
庭
明
莉山

田
政
治

関
谷
貞
子

馬
場
澤
子

桂
　
雪
　
会
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